
四国中央市データ

　　8月末日現在（前月比）

人口  男　42,335 人 （-46）

　　  女　44,335 人 （-28）

　　  計　86,670 人 （-74）

世帯　38,881 世帯　 （ -5）

特集

しこちゅ～ホールがオープンしました

お得なプレミアム付商品券をぜひ！

歴史探訪

幼稚園・保育園・認定こども園などの園児募集

新宮小・中学校入学及び転入生募集
表紙：40 年ぶりに屋根の全面ふき替えを行った国指定重要文化財「真鍋家住宅」〔9/10（火）撮影〕※ 23 ページに関連記事
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－新居浜市からの来場者－

　素敵なホールですね。 大

ホールの折り紙や格子状

のデザインが、 さすが紙の

まちだなと感じました。 演

奏も素晴らしかったです。

　日本を代表するピアニスト

仲道郁代さんによるピアノ開

きコンサート。 大ホールに、

力強く美しいピアノの音色が

響き渡りました。

Interview

四国のまんなかキャンバスホール

しこちゅ～ホールがオープンしました
令
和
元
年
８
月
23
日
（
金
）

し
こ
ち
ゅ
～
ホ
ー
ル
（
市
民
文
化

ホ
ー
ル
）
が
つ
い
に
オ
ー
プ
ン
！

こ
の
特
集
で
は
、
し
こ
ち
ゅ
～
ホ
ー

ル
の
開
館
を
記
念
し
、
こ
れ
ま
で

に
開
催
さ
れ
た
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を

振
り
返
り
ま
す
。

 8/24 （土） こけら落とし公演第Ⅰ部　仲道郁代ピアノ ・ リサイタル  

 8/28 （水） 陸上自衛隊中部方面音楽隊コンサート 

　「陸自の歌姫」 と呼ば

れるソプラノ歌手、 鶫
つぐみ

　真

衣 3 等陸曹を擁する陸

上自衛隊中部方面音楽

隊のコンサート。

　観客は、 鶫さんの圧倒

的な歌声と、 迫力ある吹

奏楽の演奏に聴き入って

いました。

し
こ
ち
ゅ
～
ホ
ー
ル
は
、
誰
も
が

気
軽
に
訪
れ
、
ま
た
来
た
い
と
思

え
る
施
設
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

笑
顔
あ
ふ
れ
る
し
こ
ち
ゅ
～
ホ
ー

ル
で
、
芸
術
や
文
化
に
触
れ
、
豊

か
な
心
を
育
て
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

今
後
の
イ
ベ
ン
ト
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
な
ど
は
、
し

こ
ち
ゅ
～
ホ
ー
ル
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確

認
く
だ
さ
い
。



8/25 （日） こけら落とし公演第Ⅱ部第 1 幕　合同合唱

山まゆ、 うぐいす、 女声コーラス 「かわたき」、 アンダンテ、

市民合唱団川之江、 伊予三島混声合唱団ほか

サ
ー
ク
ル
、
学
校
と
か

い
ろ
ん
な
枠
を
越
え
て
、

み
ん
な
で
何
か
一
緒
に

で
き
た
ら
え
え
な
ぁ 

―

開
館
す
る
ず
っ
と
前
、

市
民
の
方
々
か
ら
、

そ
ん
な
声
が

聞
こ
え
て
き
ま
し
た
。

こ
け
ら
落
と
し
公
演
で
は
、

み
ん
な
の
思
い
が
一
つ
に
な
り
、

さ
ま
ざ
ま
な
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
が

実
現
し
ま
し
た
。

8/25 （日） こけら落とし公演第Ⅱ部第 2 幕　合同演奏　

川之江北中学校、 川之江南中学校、 三島東中学校、

三島西中学校、 三島南中学校、 土居中学校

9/1 （日） こけら落とし公演第Ⅲ部　合同演奏

川之江高校、三島高校、土居高校、四国中央市民吹奏楽団、

川之江吹奏楽団、 KIDS Brass、 瀬戸内ブラスクインテット

三島高校吹奏楽部

顧問　岡崎　翔さん

川之江北中学校

本田菜々美さん

　

普
段
一
緒
に
演
奏
す
る
こ
と
の
な
い

他
校
の
み
な
さ
ん
と
、
一
つ
の
音
楽
を

作
る
こ
と
が
で
き
て
感
動
し
ま
し
た
。

な
か
な
か
経
験
す
る
こ
と
が
で
き
な
い

こ
と
な
の
で
、
本
当
に
い
い
思
い
出
に

な
り
ま
し
た
。

InterviewInterview
こ
け
ら
落
と
し
公
演
を
終
え
て

―

　

初
め
て
お
会
い
す
る
人
も
多
い
な
か
、

こ
の
日
の
た
め
の
準
備
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
苦
労
が
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、

当
日
は
新
し
い
ホ
ー
ル
で
演
奏
で
き

る
こ
と
に
大
人
も
子
ど
も
も
、
誰
も
が

胸
を
躍
ら
せ
て
い
ま
し
た
。

　

指
揮
を
す
る
な
か
で
印
象
的
だ
っ
た

の
は
、
練
習
を
重
ね
て
い
く
う
ち
に
、

だ
ん
だ
ん
と
人
同
士
が
打
ち
解
け
、

そ
れ
と
同
時
に
、
音
も
柔
ら
か
く
き

れ
い
に
重
な
っ
て
き
た
こ
と
で
す
。
公

演
後
に
は
「
ま
た
み
ん
な
で
一
緒
に

演
奏
し
た
い
ね
」
と
の
声
も
多
く
、
こ

の
繫
が
り
が
今
後
も
広
が
っ
て
い
く
こ

と
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。



お得な
プレミアム付商品券

をぜひご購入ください

販売期間及び使用期間　　2019/10/1 （火） ～ 2020/1/31 （金）

商品券販売窓口
　市役所から送られた「商品券購入引換券」と現金、本人確認書類を持参し、次の窓口で購入
希望冊数の商品券をご購入ください（各窓口の営業日のみの販売となります）。

●郵便局
川之江郵便局 川之江新町郵便局 川之江妻鳥郵便局 上分郵便局 川滝郵便局
新宮郵便局 伊予三島郵便局 伊予三島朝日郵便局 伊予三島港郵便局 伊予三島中之庄郵便局

伊予三島寒川郵便局 伊予三島豊岡郵便局 富郷郵便局 土居郵便局 長津郵便局
関川郵便局 蕪崎郵便局

●スーパー
フジ川之江店 フジグラン川之江 フジ三島店 ハローズ土居店

●福祉販売所
四国中央ﾄﾞｯﾄｺﾑ内　にこにこルーム 福祉協働販売所　だんだん 乳児保育所こども村　子育て支援センター

土居おやこ広場 親子ふれあい広場　ふわりん 市子育て支援センター　すくすく
地域活動支援センター　風楽里 地域活動支援センター　あおぞら 地域活動支援センター　しゃぼん玉
地域活動支援センター　茶れんじ 生活相談支援センター

商品券使用可能店舗
　9/5 現在、スーパーやコンビニ、小売店、ドラッグストア、
ホームセンターなど、329 店舗で使用することができます。
店舗一覧表は、商品券購入引換券に同封してお送りします。
また、市ホームページには最新の店舗一覧表を掲載してい
ますので、そちらでもご確認いただけます。　
　なお、使用可能な店舗の店頭には右のポスターを掲示し
ています。

商品券の概要
１冊に 500 円券が 10 枚綴り（5,000 円分）→ 4,000 円で、1冊からでも購入できます。
※対象者一人あたり最大 5冊まで購入可能
（25,000 円分を 20,000 円で購入できます）

（表紙）

購入できる方
○ 2016/4/2 ～ 2019/9/30 までに生まれたお子さんがいる世帯（申請不要）
　※市役所から「商品券購入引換券」をお送りします

○ 2019 年度分の住民税（均等割）が課税されていない方（申請必要）
　※対象と思われる方に市役所からご案内文書をすでにお送りしています。申請していただいた
　後に審査を行い、対象となる方に「商品券購入引換券」をお送りします【申請期限 11/29（金）まで】
　※住民税（均等割）が課税されている方に扶養されている方、生活保護を受給している方は対
　象となりません

　10/1 からの消費税率の引き上げに伴い、家計に与える影響を緩和するとともに、地域の消費を下支えする
ため「プレミアム付商品券」を発行します。



ら
れ
ま
す
。

「
宇
摩
官
衙
」

の
全
貌
解
明

に
は
更
な
る

調
査
が
必
要

で
す
が
、
古

代
官
衙
の
広

が
り
を
示
す

手
掛
か
り
が
、
ま
た
一
つ
加
わ
り
ま
し
た
。

「
馬

う
ま
ひ
ょ
う評

」
か
ら
「
宇
摩
郡
」
へ
連
な
る
、「
う
ま
」

の
は
じ
ま
り
。
そ
れ
は
「
四
国
中
央
市
」
と
い

う
「
官
衙
」
の
は
じ
ま
り
の
は
じ
ま
り
。

「
官か

ん

が衙
」。
現
代
で
は
日
常
的
に
使
う
こ
と
は

な
く
な
っ
た
が
、
辞
書
に
よ
れ
ば
、
次
の
よ
う

に
あ
る
。

【
官
衙
】
か
ん
‐
が　

役
所
。
官
庁
。

用
例
を
検
索
す
る
と
、
専
ら
「
古
代
官
衙
」

や
「
官
衙
遺
跡
」
な
ど
の
用
語
と
し
て
用
い
ら

れ
て
い
る
。「
古
代
」
と
は
い
つ
の
時
代
で
、「
古

代
官
衙
」
と
は
何
か
。
四
国
中
央
市
と
「
う
ま
」

の
は
じ
ま
り
。

宝
蔵
寺
跡
と
古
代
寺
院

こ
の
地
に
眠
る
遺
跡
は
古
く
か
ら
「
宝
蔵

寺
跡
」
と
呼
ば
れ
て
き
ま
し
た
。
今
か
ら
約

１
３
０
０
年
前
の
、
７
世
紀
か
ら
８
世
紀
ご
ろ

の
遺
跡
と
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
こ
の
時
期
の
瓦

が
周
辺
で
見
つ
か
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、

寺
院
跡
と
考
え
ら
れ

て
き
ま
し
た
。
こ
の

頃
か
ら
平
安
時
代
の

終
わ
り
ま
で
を
「
古

代
」
と
呼
び
、
こ
の

時
代
の
寺
院
は
「
古

代
寺
院
」
と
呼
ば
れ

て
い
ま
す
。

古
代
官
衙

「
宝
蔵
寺
跡
」
の
本
格
的
な
発
掘
調
査
は
こ

れ
ま
で
、
今
回
を
含
め
て
３
か
所
で
行
わ
れ

て
き
ま
し
た
が
、
今
の
と
こ
ろ
、
寺
院
を
示

す
遺
構
は
確
認
で
き
て
い
ま
せ
ん
。
一
方
で
、

２
０
１
２
年
に
実
施
し
た
工
場
建
設
に
伴
う
発

掘
調
査
で
は
「
古
代
官
衙
」
の
一
部
と
思
わ
れ

る
倉
庫
群
が
見
つ
か
っ
て
い
ま
す
。
古
代
官
衙

に
伴
う
倉
庫
は
「
正
倉
」
と
も
呼
ば
れ
、
官
衙

を
形
成
す
る
重
要
施
設
の
一
つ
で
し
た
。

こ
の
発
見
に
よ
り
、「
宝
蔵
寺
跡
」
と
呼
ば
れ

て
き
た
遺
跡
は
「
宇
摩
官
衙
遺
跡
群
」
と
も
呼

ぶ
べ
き
、
寺
院
を
伴
っ
た
古
代
官
衙
（
評ひ

ょ

う

が衙
・

郡ぐ

ん

が衙
）
遺
跡
で
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
て
き
ま
し

た
。「

う
ま
」
の
は
じ
ま
り

今
回
、
２
０
１
８
年
11
月
か
ら
２
０
１
９
年

３
月
に
か
け
て
実
施
し
た
発
掘
調
査
で
は
、
残

念
な
が
ら
多
く
の
部
分
が
後
世
の
工
事
に
よ
り

失
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
一
辺
が
１
㍍
近
い
方

形
の
柱

ち
ゅ
う
け
つ穴

を
持
つ
大
型
建
物
跡
が
残
さ
れ
て
お

り
、
「
古
代
官
衙
」
を
形
成
す
る
建
物
跡
と
考
え

▲

大
型
掘ほ

っ
た
て
ば
し
ら

立
柱
建
物
完
掘
状
況

今回紹介した遺跡に関する更に詳

しい情報は、現在展示準備中の

四国中央市歴史考古博物館にて公開

予定です。

2020 年 4月開館予定

公式プレオープンサイト

公開中

現
在
、
新
た
な
金
生
公
民
館
の
建
設
工
事
を
実
施
し
て
い
る
場
所
に
は
、
以

前
は
四
国
中
央
市
役
所
川
之
江
庁
舎
が
あ
り
、
こ
の
建
物
は
か
つ
て
の
川
之
江

市
役
所
で
し
た
。
こ
の
旧
川
之
江
市
役
所
か
ら
遡

さ
か
の
ぼ

る
こ
と
約
１
３
０
０
年
、
こ

の
地
に
眠
っ
て
い
た
遺
跡
は
、
何
を
示
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

― 続 「うま」 のはじまりと古代官衙 ―

宇摩官
か ん が

衙遺跡と
					     　宝蔵寺跡 

役所の地下に眠る遺跡　



保護者と申請児童のマイナンバーカードまたは番号通知カード（マイナンバー記載の住民票でも可）、及び受付に
来られる方の本人確認ができる書類（顔写真付き）を必ず持参してください。

施設名 電話番号
受入予定人数

受付日 園区（優先区域） 受付会場
3歳児 4歳児 5歳児 計

川之江幼稚園（R2.4~ 川之
江こども園に移行）

28-6279 25 7 12 44

10/7（月）

10/9（水）

川之江北・
川之江南中学校区

各園

川之江みなみ幼稚園（R2.4~
金田こども園に移行）

28-6278 5 0 2 7

新宮幼稚園 28-6418 36 36 新宮中学校区
三島東幼稚園 28-6089 20 13 15 48 三島東・三島西中学校区
三島南幼稚園 28-6091 20 19 19 58 三島南・三島西中学校区
土居東幼稚園 28-6364 20 15 0 35

土居中学校区
土居東こども園 28-6375 10 8 6 24

公立幼稚園・公立認定こども園　教育認定（1号認定）　受付一覧表

～

【受付時間：9：00 ～ 16：30】

●受付期間（指定日）

私立認定こども園　11/1（金）9：00 ～ 16：30

その他施設 11/7（木）～ 11/15（金）9：00 ～ 16：30

●申込方法及び面接

　こども課及び川之江・土居福祉窓口、各園に備え付
けている「特定教育・保育給付認定申請書兼入所（園）
申込書」に必要事項を記入のうえ、入園第 1 希望の受
付会場へ受付日に提出してください（7 ページの受付
一覧表参照）。
　面接については、入園申込受付後、その日に各園で
実施します（面接受付時間は 9：30 ～ 17：00）。
※こども村、こころ、しゃぼん玉、認定こども園金生
幼稚園、認定こども園三島幼稚園は、後日面接を実施
します
【受付日に申し込みできない場合】

　11/18（月）から 11/20（水）までの間に、こども課
または川之江・土居福祉窓口でお申し込みください。
　なお、面接日時については、各園にお問い合わせく
ださい。
※ 11/20（水）を過ぎても申し込みはできますが、上
記の期間中に申し込みされた方が優先となります
●入園資格

　0歳～未就学の家庭での保育が困難な児童
※受入対象年齢は、各園により異なります
●入園の内容及び決定

　提出書類の内容確認後、市による調整を経たうえで、
入園の内定（2月末予定）及び決定（4月）を行います。
　なお、入園希望者数が受入可能人数を超える場合や、
保育を必要とする事由の内容などによって、希望され
る園に入園できない場合があります。
※保育料などに未納があると、入園選考に影響します

保育園・認定こども園（公立・私立）など

保育認定（2号・3号認定）令和 2年度

幼稚園・保育園・
認定こども園などの園児募集
令和 2年 4月 1日からの入園募集を行います

令和元年度に途中入園の申し込みをしている方も、新規の申

し込みが必要です

　令和 2 年 4 月に川之江幼稚園と川之江保育園が川之
江こども園、川之江みなみ幼稚園と金田保育園が金田
こども園として、公立認定こども園に移行します。
●受付期間

　10/7（月）～ 10/9（水）9：00 ～ 16：30

●申込方法

　10/7（月）から各施設で配布する「入園願書」または「入
園申込書」に必要事項を記入のうえ、入園を希望する
施設へ提出してください。なお、抽選となった場合は、

「中学校区」が優先されます。
※川之江こども園は川之江幼稚園、金田こども園は川
之江みなみ幼稚園で受け付けます
※公立認定こども園は、申込時に簡単な面談を行いま
すので、お子様と一緒にお越しください
●申込先変更日

　10/10（木）9：00 ～ 16：30
※受付期間終了後、各施設及び市ホームページで申込
状況を公表します。申込先をこの日に限り変更するこ
とができますが、募集人員を超えた場合は抽選により
選考します
●入園資格

　市内に居住し住所を有している 3 歳児～ 5 歳児（令
和 2年 4月 1日時点の年齢）

公立幼稚園・公立認定こども園

教育認定（1号認定）

　保育を必要としない教育標準時間（教育認定）を希
望される方については、10/1（火）から各園で願書を
受け付けます。1 号認定者については、各園の選考基
準により入園の選考を行います。
　詳しくは、各園にお問い合わせください。

認定こども園(私立）　教育認定（1号認定）

川之江こども園の
イメージ図
（川之江町）



保育園・認定こども園（公立） 【受付時間　9：00 ～ 16：30】

施設名
対象年齢
R2.4.1 時点

受入予定人数（2号・3号） 受付日
（指定日）

受付会場
0歳 1・2歳 3～5歳 計

川之江保育園（R2.4~ 川
之江こども園に移行）

生後6か月～5歳 15 90 105

11/14（木）
川之江文化
センター 2 階
ホール

金生保育園

1歳～ 5歳

- 12 73 85

上分保育園 - 6 33 39
金田保育園（R2.4~ 金田
こども園に移行）

- 6 38 44

松柏保育園 - 12 66 78

11/11（月）市役所　
市民交流棟
2階　会議室

西保育園 - 6 14 20

中曽根保育園 - 12 84 96

豊岡保育園 - 12 34 46

寒川保育園 - 12 66 78 11/12（火）

小林保育園 - 12 36 48

11/7（木）
土居窓口
センター 3階
大会議室

土居保育園 - 12 47 59

北保育園 - 12 42 54

北野保育園 - 6 24 30

土居東こども園 生後6か月～5歳 15 45 60

保育園（私立） 【受付時間　9：00 ～ 16：30】

施設名
対象年齢
R2.4.1 時点

受入予定人数（2号・3号）
受付日 受付会場

0歳 1・2歳 3～5歳 計

妻鳥保育園 1歳～ 5歳 - 24 96 120

11/15（金）川之江文化センター 2階　ホール乳児保育所こども村
生後100日～ 2歳

15 45 - 60

乳児保育所こころ 15 45 - 60

東保育園 1歳～ 5歳 - 30 60 90
11/12（火）市役所市民交流棟 2階　会議室

みしま乳児保育園 生後57日～ 2歳 30 60 - 90

アンジェリーナ保育園 生後6か月～5歳 3 34 38 75 11/7（木）土居窓口センター 3階　大会議室

認定こども園（私立） 【受付時間　9：00 ～ 16：30】

施設名
対象年齢
R2.4.1 時点

受入予定人数（2号・3号）
受付日 受付会場

0歳 1・2歳 3～5歳 計

緑ヶ丘認定こども園

生後6か月～5歳

5 40 60 105

11/1（金）市役所市民交流棟 2階　会議室
認定こども園金生幼稚園 3 30 25 58

愛和認定こども園 5 40 15 60

認定こども園三島幼稚園 3 30 37 70

保育園・認定こども園など　保育認定（2号・3号認定）　受付一覧表

地域型保育施設（私立） 【受付時間　9：00 ～ 16：30】

施設名
対象年齢
R2.4.1 時点

受入予定人数（3号）
受付日 受付会場

0歳 1・2歳 3～5歳 計

ひまわりハッピー保育園 生後4か月～2歳 5 14 - 19
11/15（金）川之江文化センター 2階　ホール

保育施設しゃぼん玉 生後 2か月～ 2歳 6 13 - 19

※保育施設しゃぼん玉については、従業員のお子さんを除く地域枠（定員 5名）の受け付けとなります。従業員枠を希望され
る方は、事業所に直接お問い合わせください

私立認定こども園の 1号認定に関すること
緑ヶ丘認定こども園　　　58-6111　　58-6112
認定こども園金生幼稚園　58-6510　　56-9353
愛和認定こども園　　　　24-3533　　24-3534
認定こども園三島幼稚園　24-3183　　23-5490

問い合わせ先

※「受入予定人数」
は、受け入れ人数の
目安となるもので
す。また、進級する
人数を含んでいます
ので、年齢によって
は、受け入れできな
い場合があります

公立・その他の施設に関すること
こども課　28-6027　　28-6031



令
和
２
年
度
新
宮
小
・

中
学
校

児
童
生
徒
募
集
！

■
募
集
学
年

　

新
小
学
１
年
生
～
新
中
学
１
年
生

※
新
小
学
２
・
３
年
生
は
除
き
ま
す

■
募
集
人
数

　

各
学
年
１
～
５
名
程
度

※
令
和
２
年
度
の
募
集
は
、
全
体
で
10

名
程
度
と
し
ま
す

■
年
度
途
中
の
転
入
学
に
つ
い
て

　

学
級
編
制
や
教
員
配
置
な
ど
、
よ
り

よ
い
学
習
環
境
を
整
え
る
た
め
、
こ
の

制
度
に
よ
る
年
度
途
中
の
転
入
学
は
で

き
ま
せ
ん
。

■
募
集
期
間

　

11
月
１
日
（
金
）
～
11
月
14
日
（
木
）

※
就
学
条
件
な
ど
の
募
集
要
領
は
、
市

ま
た
は
新
宮
小
・
中
学
校
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い

■
入
学
希
望
者
説
明
会

と
　
き　

10
月
19
日
（
土
） 

10
時
～

と
こ
ろ　

消
防
防
災
セ
ン
タ
ー
３
階

　
　
　
　

大
会
議
室

■
公
開
授
業

と
　
き　

10
月
29
日
（
火
） 

13
時
50
分
～

と
こ
ろ　

新
宮
小
・
中
学
校

※
説
明
会
や
公
開
授
業
は
、
会
場
の
都

合
に
よ
り
事
前
の
申
し
込
み
が
必
要
で

す
。
通
学
し
て
い
る
学
校
・
園
を
通
じ

て
ご
案
内
し
ま
す
が
、
市
ま
た
は
新
宮

小
・
中
学
校
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご
確

認
い
た
だ
け
ま
す

新宮小・中学校入学及び転入学生募集！

　新宮小・中学校では、小中一貫教育や愛媛大学・三島高校との連携、キャリア教育の推進、外国語教育や体験学習の充実など、
少人数指導によって、さまざまな特色ある教育を進めています。そして、平成 29 年度から小規模特認校として、校区制の
枠を越え、市内全域から児童生徒を募集しています。

令和２年度

まるで家族のような学校へ

 

少
人
数
教
育
の
利
点
は
、

子
ど
も
一
人
ひ
と
り
に
し
っ

か
り
と
目
が
届
く
た
め
、
き

め
細
や
か
な
サ
ポ
ー
ト
が
可

能
な
こ
と
で
す
。
例
え
ば
、

子
ど
も
が
興
味
を
も
っ
て
い

る
こ
と
を
更
に
掘
り
下
げ
て

あ
げ
る
。
ま
た
、
苦
手
に
感

じ
て
い
る
こ
と
を
よ
り
丁
寧

に
取
り
組
ま
せ
て
あ
げ
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
本
校
で
は
、
小
学

１
年
生
か
ら
中
学
３
年
生
ま

で
が
同
じ
校
舎
で
学
ん
で
い

ま
す
。
低
学
年
の
子
か
ら
見

れ
ば
、
中
学
生
は
「
頼
れ
る

ス
ー
パ
ー
マ
ン
」、
中
学
生

か
ら
見
た
低
学
年
は
「
か
わ

い
い
弟
や
妹
」
で
す
。

　

こ
う
し
た
微ほ
ほ
え笑
ま
し
く
も

頼
も
し
い
異
年
齢
交
流
は
、

き
っ
と
彼
ら
の
人
格
形
成
に

資
す
る
と
考
え
て
い
ま
す
。 野村　浩　校長

木下　茂さん

 

下
の
子
の
新
入
学
に
合
わ
せ

て
、
上
の
子
も
４
年
生
か
ら

転
入
し
ま
し
た
。
児
童
数
が

少
な
い
の
で
、
た
く
さ
ん
発

表
が
で
き
る
と
二
人
と
も
喜

ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
家
庭

で
も
、
な
に
げ
な
く
英
語
で

話
し
か
け
て
き
た
り
、
自
然

に
手
話
を
使
っ
て
い
た
り
と
、

成
長
に
驚
か
さ
れ
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

　

う
ち
の
子
た
ち
は
、ス
ク
ー

ル
タ
ク
シ
ー
を
使
っ
て
通
っ

て
い
ま
す
が
、
時
間
ど
お
り

に
発
着
し
、
安
全
面
か
ら
も

と
て
も
頼
も
し
い
で
す
。

　

な
に
よ
り
、
学
校
の
子
ど

も
た
ち
が
優
し
く
、
先
生
方

を
含
め
、
学
校
全
体
が
ア
ッ

ト
ホ
ー
ム
で
温
か
い
で
す
。

（
小
学
４
年
生
の
奈
央
さ
ん
・

小
学
１
年
生
の
息
吹
く
ん
の
お

父
さ
ん
・
中
之
庄
町
在
住
）

渡邉桃
ももはる

知くん

 

小
規
模
特
認
校
に
な
っ
て
友

達
が
増
え
ま
し
た
。
学
年
関

係
な
く
、
み
ん
な
で
声
を
か

け
あ
っ
て
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
や

サ
ッ
カ
ー
を
す
る
の
が
楽
し

い
で
す
。
上
級
生
の
お
か
げ

で
、
部
活
の
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

で
は
ス
マ
ッ
シ
ュ
が
打
て
る

よ
う
に
な
っ
た
り
、
プ
ロ
グ

ラ
ミ
ン
グ
サ
ー
ク
ル
で
は
、

ロ
ボ
ッ
ト
を
動
か
す
た
め
の

プ
ロ
グ
ラ
ム
が
わ
か
る
よ
う

に
な
っ
た
り
し
ま
し
た
。

　

ぼ
く
も
年
下
の
子
に
い
ろ

い
ろ
な
こ
と
を
教
え
て
あ
げ

た
い
と
思
い
ま
す
。

 

英
語
を
た
く
さ
ん
勉
強
し
た

か
っ
た
の
と
、
新
宮
の
お
茶

摘
み
な
ど
に
興
味
が
あ
っ
た

の
で
、
３
年
生
か
ら
通
っ
て

い
ま
す
。

　

Ａ
Ｌ
Ｔ
（
外
国
語
指
導
助

手
）
の
先
生
が
毎
日
い
て
く

れ
る
の
で
、
英
語
で
歌
を
う

た
っ
た
り
、
放
課
後
の
わ
く

わ
く
教
室
で
英
語
の
勉
強
を

し
た
り
、
と
に
か
く
英
語
が

楽
し
い
で
す
。

　

み
ん
な
仲
が
良
く
て
、
ス

ク
ー
ル
タ
ク
シ
ー
に
乗
っ
て

い
る
間
も
、
い
ろ
い
ろ
な
お

話
が
で
き
て
楽
し
い
で
す
。

大石修伍くん

（
中
学
１
年
生
・
新
宮
町
在
住
）
（
小
学
３
年
生
・
金
生
町
在
住
）

　関連情報は、市ホー
ムページや、新宮小・
中学校ホームページ
にて随時お知らせし
ます。市ホームページ

新宮小・中学校
ホームページ

中学部での DIG（災害図上訓練）の様子

児童・生徒会活動

小学部での外国語活動

愛媛大学とのサマースクール

学
校
教
育
課　

28
・
６
０
４
５

　　　　　　　　　　　
　
　
　
　

28
・
６
０
６
０



　

軽
自
動
車
税
に
「
環
境
性
能
割
」
が

　

創
設
さ
れ
ま
す

　　

10
月
１
日
か
ら
従
来
の
自
動
車
取
得
税

（
県
税
）
は
廃
止
さ
れ
、
新
た
に
自
動
車
税

環
境
性
能
割
（
県
税
）
と
、
軽
自
動
車
税
環

境
性
能
割
（
市
税
）
が
創
設
さ
れ
ま
す
。

　　
※
軽
自
動
車
税
環
境
性
能
割
は
市
税
で
す

が
、
当
分
の
間
は
県
が
賦
課
徴
収
を
行
い
ま

す
。
こ
れ
ま
で
の
自
動
車
取
得
税
と
同
様
、

軽
自
動
車
の
取
得
時
に
申
告
及
び
納
付
を

行
っ
て
く
だ
さ
い

　

県
中
予
地
方
局
課
税
課
（
運
輸
支
局
駐
在
）

　

０
８
９
・
９
５
７
・
６
６
２
１

　

０
８
９
・
９
５
７
・
６
６
２
６

を
補
助
し
ま
す
。

　

補
助
の
要
件
な
ど
、
詳
し
く
は
、
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

建
築
住
宅
課　

28
・
６
１
８
３

　

28
・
６
１
８
９

…
日
時

…
場
所

…
内
容

…
対
象
者

…
定
員

…
持
参
品

…
募
集
期
限
・
期
間

…
申
込
方
法
・
申
込
先

…
参
加
費

…
講
師

…
ほ
か
の
情
報

…
フ
ァ
ク
ス
番
号

…
問
い
合
わ
せ
先

…
Ｅ
メ
ー
ル

お
知
ら
せ

　

市
役
所
第
１
（
立
体
）
駐
車
場
の

　

供
用
開
始
に
つ
い
て

　

市
役
所
立
体
駐
車
場
の
完
成
に
伴
い
、
10

月
１
日
（
火
）
午
前
８
時
30
分
か
ら
供
用
を

開
始
し
ま
す
。
第
１
（
立
体
）
駐
車
場
か
ら

市
民
交
流
棟
・
連
絡
通
路
を
通
り
、
庁
舎
棟

ま
で
繋
が
り
ま
す
。
市
役
所
に
お
越
し
の
際

は
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

新
庁
舎
・
文
化
ホ
ー
ル
整
備
課

　

28
・
６
０
２
２　
　

28
・
６
０
５
７

　

管
理
課　

28
・
６
１
６
７

　

28
・
６
１
７
３

三輪以上の軽自動車（新車・

中古車）の取得者

当該自動車の取得価格

（50 万円を超えるもの）

燃費基準値の達成度に応じ

て決定し、非課税・1％・2％

納税義務者

課税標準

税率

※なお、消費税率引き上げに伴う対応
として 10 月 1 日～令和 2 年 9 月 30 日
までの間に取得した場合、税率が 1％軽
減されます

　

地
方
祭
の
ご
み
収
集
休
業
日

　

地
方
祭
に
よ
る
ご
み
の
収
集
休
業
日
は
左

記
の
と
お
り
で
す
。
休
業
日
に
は
ご
み
を
出

さ
な
い
よ
う
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

川
之
江
・
土
居
・
新
宮
地
域

　

10
月
14
日
（
月
・
祝
）・
15
日
（
火
）

市
内
全
域

　

10
月
22
日
（
火
・
祝
）・
23
日
（
水
）

※
23
日
（
水
）
は
、
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
も

休
業
し
ま
す
。
ご
み
の
持
ち
込
み
は
で
き
ま

せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い

　

生
活
環
境
課　

ご
み
減
量
推
進
係

　

28
・
６
０
１
５　
　

28
・
６
０
５
９

　

開
発
行
為
許
可
申
請
手
数
料
を

　

改
正
し
ま
す

　　

10
月
１
日
か
ら
一
部
を
改
正
し
ま
す
。
改

正
さ
れ
る
区
分
と
金
額
は
左
表
の
と
お
り
で

す
。
※
赤
文
字
部
分

　　

都
市
計
画
課　

28
・
６
２
３
１

　

28
・
６
１
８
９

その他

270,000 円

520,000 円

680,000 円

自己業務用

120,000 円

280,000 円

350,000 円

自己居住用

 89,000 円

180,000 円

220,000 円

開発区域の面積

  0.6ha 以上　

    1ha 未満

　  3ha 以上 

　  6ha 未満 

　  6ha 以上

   10ha 未満

都市計画法第 29 条

　

四
国
中
央
市
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等

　

安
全
対
策
事
業
の
お
知
ら
せ

　

ブ
ロ
ッ
ク
塀
な
ど
の
倒
壊
に
よ
る
事
故
を

防
止
す
る
と
と
も
に
、
災
害
時
の
避
難
路
な

ど
の
機
能
及
び
安
全
性
を
確
保
す
る
た
め
、

市
が
指
定
す
る
道
路
に
面
し
た
危
険
ブ
ロ
ッ

ク
塀
な
ど
の
安
全
対
策
工
事
の
費
用
の
一
部

　

木
造
住
宅
耐
震
改
修
補
助
事
業
に

　

耐
震
シ
ェ
ル
タ
ー
を
追
加

　

10
月
か
ら
、
木
造
住
宅
耐
震
改
修
補
助
事

業
に
耐
震
シ
ェ
ル
タ
ー
設
置
に
対
し
て
の
補

助
を
追
加
し
ま
す
。

　

補
助
の
要
件
な
ど
、
詳
し
く
は
、
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

建
築
住
宅
課　

28
・
６
１
８
３

　

28
・
６
１
８
９

第 1駐車場
（立体駐車場）



　

国
保
・
後
期
高
齢
者
医
療
の
加
入
者
、

　

福
祉
医
療
受
給
者
の
方
へ

交
通
事
故
な
ど
で
保
険
証
や
受
給
者
証
を
使

う
と
き
は
必
ず
届
け
出
が
必
要
で
す
。

　

交
通
事
故
な
ど
、
第
三
者
の
行
為
に
よ
っ

て
け
が
を
し
た
り
病
気
に
な
っ
た
り
し
た
場

合
は
、
加
害
者
が
治
療
費
を
負
担
す
る
こ
と

が
原
則
で
す
が
、
す
ぐ
に
損
害
賠
償
さ
れ
な

い
場
合
は
、「
第
三
者
行
為
に
よ
る
傷
病
届
」

を
届
け
出
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
健
康
保
険
や

受
給
者
証
で
治
療
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

届
け
出
を
し
な
か
っ
た
場
合
、
本
来
加
害

者
が
負
担
す
べ
き
医
療
費
ま
で
被
保
険
者
の

み
な
さ
ん
が
負
担
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

保
険
料
の
軽
減
の
た
め
に
も
、
必
ず
届
け
出

ま
し
ょ
う
。

　

な
お
、
加
害
者
か
ら
直
接
治
療
費
を
受
け

取
っ
た
り
、
届
け
出
前
に
す
で
に
示
談
が
成

立
し
て
い
た
場
合
、
健
康
保
険
な
ど
が
使
え

な
く
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
事

案
に
よ
っ
て
は
保
険
診
療
と
し
て
扱
わ
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

保
険
証
（
受
給
者
証
）、
認
め
印
（
ス
タ

ン
プ
印
不
可
）、
事
故
証
明
書
（
後
日
で
も

可
）、
個
人
番
号
が
わ
か
る
も
の
（
個
人
番

号
カ
ー
ド
・
通
知
カ
ー
ド
な
ど
）

届
け
出
・
問
い
合
わ
せ
先

　

国
保
医
療
課

　

国
民
健
康
保
険
係　

28
・
６
０
２
０

　

後
期
高
齢
者
医
療
係
・
福
祉
医
療
係

　

28
・
６
０
１
７　
　

28
・
６
０
５
８

　

令
和
元
年
度
後
期
高
齢
者

　

歯
科
口
腔
健
康
診
査

　

お
口
の
健
康
は
、
お
い
し
い
食
事
、
楽
し

い
会
話
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
全
身
の
健
康

に
も
つ
な
が
り
ま
す
。
受
診
期
間
中
は
無
料

（
１
回
の
み
）
で
受
診
で
き
ま
す
の
で
、
こ

の
機
会
に
、
ぜ
ひ
歯
科
口
腔
診
査
を
受
診
し

て
く
だ
さ
い
。

　

問
診
、
歯
の
状
態
確
認
、
口
の
中
の
健
診
、

保
健
指
導

　

愛
媛
県
後
期
高
齢
者
医
療
の
被
保
険
者

※
病
院
な
ど
に
６
か
月
以
上
継
続
し
て
入
院

し
て
い
る
方
、
障
害
者
支
援
施
設
や
老
人

ホ
ー
ム
な
ど
の
施
設
に
入
所
・
入
居
し
て
い

る
方
は
対
象
外

　

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
を
使
っ
た
柔
道

　

整
復
、
あ
ん
ま
・
マ
ッ
サ
ー
ジ
、
は
り
・

　

き
ゅ
う
の
正
し
い
か
か
り
方

　

整
骨
院
や
接
骨
院
で
、
捻
挫
や
打
撲
な
ど

に
対
し
て
施
術
を
行
う
専
門
家
が
柔
道
整
復

師
で
す
。
施
術
を
受
け
る
際
は
、
後
期
高
齢

者
医
療
保
険
が
使
え
る
場
合
と
使
え
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

整
骨
院
・
接
骨
院
（
柔
道
整
復
）
の
正
し
い

か
か
り
方

医
療
保
険
が
使
え
る
施
術

　

骨
折
・
脱
臼
・
打
撲
・
ね
ん
ざ
（
肉
離
れ

な
ど
を
含
む
）
な
ど
の
場
合
（
骨
折
及
び
脱

臼
の
時
は
、
応
急
手
当
の
場
合
を
除
き
、
医

師
の
同
意
が
必
要
）

医
療
保
険
が
使
え
な
い
場
合

○
日
常
生
活
で
の
疲
れ
や
肩
こ
り
、
腰
痛
、

　

筋
肉
疲
労

○
け
が
は
無
い
が
、
気
持
ち
が
い
い
な
ど
の

　

疲
労
回
復
や
慰
安
目
的

○
脳
疾
患
後
遺
症
な
ど
の
慢
性
病
や
症
状
の

　

改
善
の
見
ら
れ
な
い
長
期
の
治
療

○
整
形
外
科
な
ど
、
病
院
で
治
療
中
の
部
位

施
術
を
受
け
る
時
の
注
意
点

○
負
傷
の
原
因
を
正
し
く
伝
え
ま
し
ょ
う
。

○
治
療
が
長
引
く
場
合
は
、
一
度
医
師
の
診

　

断
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

あ
ん
ま
・
マ
ッ
サ
ー
ジ
、
は
り
・
き
ゅ
う
の

正
し
い
か
か
り
方

医
療
保
険
が
使
え
る
施
術

あ
ん
ま
・
マ
ッ
サ
ー
ジ

　

筋
麻
痺
・
関
節
拘
縮
な
ど
で
、
医
療
上
マ
ッ

サ
ー
ジ
を
必
要
と
す
る
症
状
が
あ
る
場
合

は
り
・
き
ゅ
う

　

神
経
痛
・
腰
痛
症
・
頸
椎
捻
挫
後
遺
症
・

五
十
肩
・
リ
ウ
マ
チ
・
頸
腕
症
候
群

医
療
保
険
が
使
え
な
い
場
合

○
疲
れ
や
凝
り
を
取
る
た
め
や
、
気
持
ち
が

　

い
い
な
ど
の
疲
労
回
復
や
慰
安
目
的

○
疾
病
予
防
の
た
め

施
術
を
受
け
る
時
の
注
意
点

○
医
師
の
同
意
が
必
要
で
す
。
ま
た
継
続
し

　

て
治
療
を
受
け
る
場
合
は
、
定
期
的
に
医

　

師
の
同
意
を
受
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

○
往
診
に
か
か
る
費
用
（
往
療
料
）
は
、
歩

　

行
不
能
・
歩
行
困
難
な
ど
、
通
院
が
で
き

　

な
い
特
別
な
事
情
が
あ
る
場
合
に
医
療
保

　

険
が
使
え
ま
す
（
施
術
所
が
遠
い
、
交
通

　

の
便
が
悪
い
な
ど
は
医
療
保
険
の
対
象
と

　

な
り
ま
せ
ん
）。

　

国
保
医
療
課　

後
期
高
齢
者
医
療
係

　

28
・
６
０
１
７　
　

28
・
６
０
５
８

　

国
民
年
金
保
険
料
の
追
納
制
度

　

国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
や
納
付
猶
予
、

学
生
納
付
特
例
の
承
認
を
受
け
た
期
間
が
あ

る
方
は
、
保
険
料
を
全
額
納
付
し
た
方
と

比
べ
て
受
け
取
る
年
金
額
が
少
な
く
な
り
ま

す
。
し
か
し
、
免
除
な
ど
の
承
認
を
受
け
た

期
間
の
保
険
料
を
後
か
ら
追
納
す
る
こ
と
に

よ
り
、
年
金
額
を
増
や
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

追
納
で
き
る
の
は
10
年
以
内
（
例
え
ば
平

成
21
年
10
月
分
は
令
和
元
年
10
月
末
ま
で
）

の
免
除
期
間
に
限
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
追
納

に
は
当
時
の
保
険
料
額
に
経
過
期
間
に
応
じ

た
加
算
額
が
上
乗
せ
さ
れ
ま
す
の
で
、
お
早

目
の
追
納
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

個
人
番
号
が
わ
か
る
も
の
（
個
人
番
号

カ
ー
ド
・
通
知
カ
ー
ド
な
ど
）、
本
人
確
認

書
類
（
免
許
証
な
ど
）、
年
金
手
帳
、
認
め

印
（
ス
タ
ン
プ
印
不
可
）

　

新
居
浜
年
金
事
務
所
・
市
民
窓
口
セ
ン

タ
ー
・
各
窓
口
セ
ン
タ
ー

　

新
居
浜
年
金
事
務
所

　

０
８
９
７
・
35
・
１
３
０
０

　

市
民
窓
口
セ
ン
タ
ー
（
年
金
担
当
）

　

28
・
６
０
１
８　
　

28
・
６
１
２
８　



　

お
口
の
健
康
に
関
す
る
講
話
、
口
腔
内
診

査
、
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
や
嚥
下
訓
練
な
ど
の
実

技
指
導

　

65
歳
以
上
の
方

　

15
名
程
度　

※
申
込
多
数
の
場
合
は
、
11
月

７
日
（
木
）
に
同
じ
時
間
・
場
所
で
追
加
実
施

し
ま
す

　

10
月
24
日
（
木
）
ま
で

　

高
齢
介
護
課　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　

28
・
６
１
４
７　
　

28
・
６
０
５
９

　

松
山
空
港
へ
の
ア
ク
セ
ス
が

　

よ
り
便
利
に
な
り
ま
す

　　

松
山
空
港
の
国
際
線
の
拡
充
に
合
わ
せ

て
、
高
速
バ
ス
に
よ
る
松
山
空
港
へ
の
ア
ク

セ
ス
が
よ
り
便
利
に
な
り
ま
す
。

　
※
運
行
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は
各
交
通

事
業
者
へ
お
願
い
し
ま
す

　

松
山
空
港
利
用
促
進
協
議
会
事
務
局
（
県

交
通
対
策
課
内
）

　

０
８
９
・
９
１
２
・
２
２
５
２

　

０
８
９
・
９
１
２
・
２
２
４
９

これまでの松山⇔高知・徳島（17 便 / 日）に、松山⇔高松（10
便 / 日）を加え、三島川之江 IC バス停で 27 便 / 日の乗降が可
能になります。松山市駅、JR 松山駅でリムジンバスに乗り換え
ると、約 20 分で松山空港まで行くことができます。

松山空港　行き 松山空港　発

三島川之江 IC 松山空港 松山空港 三島川之江 IC

7：49 9：40 11：15 13：04

高速バス（高知⇔三島川之江 IC ⇔松山）を松山空港まで延伸し、
乗り換えなく松山空港まで行けるようになります。

10/1 から松山空港への直通運行開始

10/1 から都市間高速バスの三島川之江 IC 乗降便が増加

※ 10/1 ～ 10/27：木曜・日曜のみ松山空港発着　　　　
※ 10/28 以降：月曜・木曜・金曜・日曜に松山空港発着

　

路
線
バ
ス
で
産
業
祭
へ
行
こ
う

　

11
月
16
日
（
土
）

行
程

川
之
江
方
面
か
ら
（
上
分
経
由
便
）

栄
町
口
８
時
56
分
発
（
上
分
９
時
12
分
発
）

↓
三
島
医
療
セ
ン
タ
ー
９
時
35
分
着

　

３
１
０
円
（
栄
町
口
か
ら
）

土
居
方
面
か
ら

関
ノ
原
８
時
48
分
発
（
豊
田
９
時
９
分
発
）

↓
三
島
医
療
セ
ン
タ
ー
９
時
23
分
着

　

６
８
０
円
（
関
ノ
原
か
ら
）

　

中
学
生
以
上
の
事
前
申
込
者
で
、
産
業
祭

に
出
か
け
る
方
（
先
着
20
名
）

　

10
月
10
日
（
木
）
～
10
月
21
日
（
月
）

特
典　

路
線
バ
ス
回
数
券
ほ
か
粗
品
贈
呈

※
回
数
券
は
、
行
き
の
運
賃
支
払
い
に
は
使

用
で
き
ま
せ
ん

　

電
話
で
、
代
表
者
氏
名
・
電
話
番
号
・
人
数
・

乗
車
バ
ス
停
な
ど
を
お
伝
え
く
だ
さ
い

　
　

観
光
交
通
課　

28
・
６
１
８
７

　

28
・
６
２
４
２

　

秋
季
夜
間
工
事
通
行
止
め
の
お
知
ら
せ

　

（
三
島
川
之
江
IC
上
り
線
入
口
・
出
口
）

　

次
の
期
間
、
工
事
の
た
め
松
山
自
動
車
道

上
り
線
の
三
島
川
之
江
IC
か
ら
一
般
道
へ
の

流
出
及
び
松
山
自
動
車
道
上
り
線
へ
の
流
入

は
で
き
ま
せ
ん
。

　

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

10
月
28
日
（
月
）
～
30
日
（
水
）

　

各
日
20
時
～
翌
朝
６
時

※
予
備
日
（
荒
天
の
場
合
な
ど
）

10
月
31
日
（
木
）
20
時
～
翌
朝
６
時

　

西
日
本
高
速
道
路
株
式
会
社
愛
媛
高
速
道

路
事
務
所　

０
８
９
・
９
０
５
・
０
１
８
１　

　

０
８
９
・
９
０
５
・
０
１
８
５

　

伊
予
三
島
秋
祭
り
奉
祝
運
行
の

　

お
知
ら
せ

　　

今
年
度
は
港
記
念
公
園
、
三
島
南
中
学
校
で

の
統
一
寄
せ
は
行
い
ま
せ
ん
。
奉
祝
運
行
時
は

周
辺
が
大
変
混
雑
し
ま
す
の
で
、
運
転
手
の
皆

さ
ま
は
、
迂
回
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

10
月
22
日
（
火
・
祝
）

　

寒
川
漁
協
周
辺　

13
時
～

　

三
島
・
寒
川
豊
岡
地
区
太
鼓
台
19
台

　

西
参
道
商
店
街　

18
時
～

　

三
島
地
区
太
鼓
台
11
台

　

観
光
交
通
課　

28
・
６
１
８
７

　

28
・
６
２
４
２

　

愛
媛
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
に
電

話
・
フ
ァ
ク
ス
・
Ｅ
メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
で

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
ク
ー
ポ
ン
券
、
受

診
票
、
質
問
紙
、
実
施
歯
科
医
院
一
覧
表
を

郵
送
し
ま
す
。

※
愛
媛
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
が
受

診
を
お
勧
め
す
る
方
に
は
、
ク
ー
ポ
ン
券
な

ど
を
送
付
し
て
い
ま
す

受
診
期
間

　

令
和
２
年
２
月
29
日
（
土
）
ま
で

受
診
方
法

　

ク
ー
ポ
ン
券
な
ど
が
届
い
た
ら
、
事
前
に

電
話
な
ど
で
健
診
実
施
歯
科
医
院
に
ご
予
約

の
う
え
、
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

注
意
事
項

○
無
料
で
の
健
診
は
期
間
中
に
１
回
の
み
で

　

す
。
重
複
受
診
が
判
明
し
た
場
合
は
、
費

　

用
を
請
求
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

○
歯
科
口
腔
健
診
は
無
料
で
す
が
、
そ
の
後

　

に
治
療
行
為
が
行
わ
れ
る
場
合
は
有
料
と

　

な
り
ま
す
。

　
　

愛
媛
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

　

０
８
９
・
９
１
１
・
７
７
３
９

　

０
８
９
・
９
１
１
・
７
７
３
５

　

info@ehime-kouiki.jp

　

お
口
の
健
康
教
室
（
予
約
制
・
無
料
）

　

お
口
の
健
康
は
全
身
の
健
康
に
つ
な
が
り

ま
す
。
口
腔
機
能
向
上
に
つ
い
て
学
び
ま
せ

ん
か
。

　

10
月
31
日
（
木
）
13
時
30
分
～
15
時

　

蕪
崎
公
民
館



　

こ
み
き
ゃ
ん
誕
生
一
周
年
お
祝
い

　

イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す

　

10
月
20
日
（
日
）

　

え
ひ
め
こ
ど
も
の
城
（
松
山
市
西
野
町
乙

１
０
８
・
１
）

　

認
知
症
予
防
の
健
康
マ
ー
ジ
ャ
ン

　

初
心
者
教
室
開
催

　

10
月
19
日
～
12
月
７
日
（
毎
週
土
曜
日
・
全

８
回
）
10
時
～
12
時　

※
２
回
目
な
ど
か
ら

の
参
加
も
可
能
で
す

　

Ｊ
Ａ
う
ま
生
活
文
化
セ
ン
タ
ー
（
松
柏
小

学
校
前
）

　

健
康
的
で
、
認
知
症
予
防
に
効
果
が
あ
り
、

友
達
作
り
に
最
適
な
ゲ
ー
ム
で
す
。
今
回
は
、

専
門
家
に
よ
る
認
知
症
予
防
の
講
座
も
同
時

に
行
い
ま
す
。

　

30
名
程
度
（
先
着
順
）

　

１
回
５
０
０
円
（
用
具
使
用
料
）
※
初
回

受
講
時
に
別
途
テ
キ
ス
ト
代
２
０
０
０
円
が

必
要

　
　

健
康
マ
ー
ジ
ャ
ン
協
議
会
・
四
国
中
央

　

０
９
０
・
９
７
７
８
・
７
５
１
４
（
伴
野
）

　

来
園
者
と
の
ふ
れ
あ
い
タ
イ
ム
、
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
運
動
会
な
ど

※
開
催
時
間
な
ど
、
詳
し
く
は
、
み
き
ゃ
ん

公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
（「
み

き
ゃ
ん
の
か
ん
づ
め
」
で
検
索
）

　

県
広
報
広
聴
課　

　

０
８
９
・
９
１
２
・
２
２
４
１

　

０
８
９
・
９
４
５
・
４
２
１
１

　

ハ
ロ
ウ
ィ
ン
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ
・

　

ハ
ロ
ウ
ィ
ン
ジ
ャ
ン
ボ
ミ
ニ
販
売
中

販
売
期
間　

10
月
18
日
（
金
）
ま
で

　

各
１
枚
３
０
０
円

抽
選
日　

10
月
30
日
（
水
）　

※
「
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ
」
と
「
ハ

ロ
ウ
ィ
ン
ジ
ャ
ン
ボ
ミ
ニ
」
が
２
種
類
同
時

に
販
売
中
で
す
。
こ
の
宝
く
じ
の
収
益
金
は

販
売
実
績
に
応
じ
て
都
道
府
県
に
交
付
さ
れ
、

市
町
村
の
明
る
く
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
に

使
わ
れ
ま
す
。
購
入
す
る
と
き
は
、
県
内
の

売
り
場
で
買
い
ま
し
ょ
う

　

総
務
調
整
課　

28
・
６
０
０
２

　

28
・
６
０
５
６

　

成
人
式
（
合
同
開
催
）
の
お
知
ら
せ

　

令
和
２
年
１
月
５
日
（
日
）
13
時
～

　

し
こ
ち
ゅ
～
ホ
ー
ル
（
市
民
文
化
ホ
ー
ル
）

※
今
年
度
か
ら
合
同
開
催
（
川
之
江
・
三
島
・

土
居
・
新
宮
）
と
な
り
ま
す

　

平
成
11
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
12
年
４
月

１
日
に
生
ま
れ
た
方

※
対
象
者
に
は
11
月
に
、
は
が
き
で
ご
案
内

し
ま
す
。
就
職
や
進
学
な
ど
の
た
め
市
外
に

住
民
票
が
あ
る
方
で
、
出
席
を
希
望
す
る
場

合
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い

　

生
涯
学
習
課　

28
・
６
０
４
６

　

28
・
６
０
６
０

　

四
国
中
央
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　

市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
活
動
発
表
会

　

今
年
度
は
、
し
こ
ち
ゅ
～
ホ
ー
ル
で
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
９
を
開
催
し
ま

す
。
交
流
会
も
兼
ね
て
登
録
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
発
表
会
を
催
し
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

　

10
月
19
日
（
土
）
13
時
～

　

し
こ
ち
ゅ
～
ホ
ー
ル
（
市
民
文
化
ホ
ー
ル
）

小
ホ
ー
ル

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー

　

28
・
６
０
３
９　
　

28
・
６
１
６
０

　

宝
く
じ
の
助
成
で

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
設
備
を
整
備

　

一
般
財
団
法
人
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
で

は
、
宝
く
じ
の
社
会
貢
献
広
報
事
業
と
し
て

宝
く
じ
の
売
り
上
げ
を
財
源
に
地
域
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
充
実
・
強
化
を
図
る
た

め
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
備
品
な
ど
の
整
備
に
対

し
助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
助
成
を
受
け
て
、
左
記
の
と
お
り
祭

り
用
具
の
整
備
を
行
い
ま
し
た
。

　

地
域
振
興
課　

28
・
６
０
１
４

　

28
・
６
０
５
７　

下天満自治協議会
長胴太鼓

　

「
ま
じ
め
え
ひ
め
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　

県
民
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
動
画
公
開

　

県
民
性
で
あ
る
「
ま
じ
め
」
に
着
目
し
、

県
で
展
開
中
の
「
ま
じ
め
え
ひ
め
」
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
認
知
拡
大
、
イ
メ
ー
ジ
定
着
の
た
め
、

県
民
の
方
々
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
形
式
の
動

画
を
公
開
し
ま
し
た
。
公
開
本
数
は
、
全
50

本
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

※
毎
週
金
曜
追
加
配
信

※
詳
し
く
は
、
ま
じ
め
え
ひ
め
公
式
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
（「
ま
じ
め
え
ひ

め
」
で
検
索
）

　

県
ま
じ
め
課
（
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
戦
略
室
）

　

０
８
９
・
９
１
２
・
２
２
８
０

　

０
８
９
・
９
２
１
・
２
０
０
２



　

地
域
猫
対
策
支
援
事
業
（
無
料
）

　

公
益
社
団
法
人
愛
媛
県
獣
医
師
会
が
、
地

域
住
民
に
よ
る
地
域
猫
活
動
の
支
援
事
業
と

し
て
避
妊
手
術
を
実
施
し
ま
す
。
詳
し
く
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

対
象
猫　

生
後
６
か
月
以
上
の
メ
ス
の
野
良
猫

実
施
頭
数　

愛
媛
県
下
で
１
４
０
頭
（
申
込

後
、
愛
媛
県
獣
医
師
会
が
選
考
）

不
妊
手
術
の
開
始　

11
月
中
旬
ご
ろ

　

10
月
１
日
（
火
）
～
31
日
（
木
）

　

生
活
環
境
課　

28
・
６
１
４
５　

　

愛
媛
県
獣
医
師
会

　

０
８
９
・
９
４
８
・
５
３
６
７

　

生
活
環
境
課　

28
・
６
１
４
５

　

28
・
６
０
５
９

　

動
物
愛
護
パ
ネ
ル
展
を
開
催
し
ま
す

　

四
国
中
央
保
健
所
と
市
で
、
動
物
愛
護
パ

ネ
ル
展
を
開
催
し
ま
す
。
こ
の
機
会
に
動

物
愛
護
に
つ
い
て
関
心
を
深
め
て
み
ま
せ
ん

か
。

　

10
月
25
日
（
金
）
～
31
日
（
木
）

　

市
役
所
市
民
交
流
棟
１
階　

ロ
ビ
ー

　

生
活
環
境
課　

28
・
６
１
４
５

　

28
・
６
０
５
９

　

犬
猫
の
マ
イ
ク
ロ
チ
ッ
プ

　

無
料
装
着
券
を
配
布
し
ま
す

　

公
益
社
団
法
人
愛
媛
県
獣
医
師
会
か
ら
、

個
体
識
別
用
の
マ
イ
ク
ロ
チ
ッ
プ
の
無
料
装

着
券
を
応
募
者
の
中
か
ら
選
考
に
よ
り
20
枚

配
布
し
ま
す
。

※
日
本
獣
医
師
会
へ
の
マ
イ
ク
ロ
チ
ッ
プ
登

録
料
１
０
０
０
円
が
必
要
と
な
り
ま
す

　

市
役
所
市
民
交
流
棟
１
階　

ロ
ビ
ー

　

本
市
に
住
民
票
が
あ
る
方

※
犬
の
場
合
は
、
畜
犬
登
録
が
必
要

　

10
月
25
日
（
金
）
～
31
日
（
木
）

　

生
活
環
境
課　

28
・
６
１
４
５

　

28
・
６
０
５
９

※
気
象
状
況
に
よ
り
中
止
を
お
願
い
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す

※
火
災
と
紛
ら
わ
し
い
煙
が
出
る
場
合

は
消
防
署
へ
届
出
が
必
要
で
す

◆
市
な
ど
の
対
応
は
？

　

通
報
が
あ
っ
た
場
合
は
警
察
、
消
防
、

市
が
現
地
を
確
認
し
、
違
反
し
て
い
る

場
合
に
は
行
政
指
導
を
行
い
、
た
だ
ち

に
消
火
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

例
外
行
為
の
焼
却
で
あ
っ
て
も
同
様
に

消
火
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

◆
罰
則
は
あ
る
の
？

　

野
焼
き
を
し
た
個
人
や
法
人
に
は
、

懲
役
刑
若
し
く
は
罰
金
刑
ま
た
は
両
方

が
科
せ
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
ま

た
未
遂
で
あ
っ
て
も
処
罰
さ
れ
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

　

生
活
環
境
課　
　
　

28
・
６
１
４
５

　

消
防
本
部　
　
　
　

28
・
９
１
１
９

　

四
国
中
央
警
察
署　

24
・
０
１
１
０

◆
野
焼
き
と
は
？

　

適
法
な
焼
却
施
設
以
外
で
廃
棄
物

（
ご
み
）
を
燃
や
す
こ
と
を
野
焼
き
と
言

い
、
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す

る
法
律
で
原
則
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

◆
野
焼
き
は
な
ぜ
い
け
な
い
の
？

　

野
焼
き
は
、
発
生
す
る
煙
の
悪
臭
や

洗
濯
物
な
ど
へ
の
臭
い
移
り
な
ど
、
周

辺
の
住
民
の
み
な
さ
ん
に
大
変
迷
惑
と

な
り
ま
す
。
ま
た
、
燃
焼
温
度
が
低
い

た
め
、
燃
や
す
も
の
に
よ
っ
て
は
ダ
イ

オ
キ
シ
ン
な
ど
の
有
害
物
質
も
発
生

し
、
健
康
や
自
然
環
境
に
深
刻
な
影
響

を
与
え
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
周
辺
の
住
民
の
み
な
さ
ん

が
火
災
と
間
違
え
て
１
１
９
番
に
通
報

す
る
ケ
ー
ス
や
、
延
焼
し
火
災
が
発
生

す
る
ケ
ー
ス
も
起
き
て
い
ま
す
。

◆
野
焼
き
の
例
外
行
為
は
あ
る
の
？

○
国
や
地
方
公
共
団
体
が
施
設
管
理
を

　

行
う
た
め
に
必
要
な
場
合

○
災
害
の
予
防
、
応
急
対
策
、
復
旧
の

　

た
め
に
必
要
な
場
合

○
風
俗
慣
習
上
、
宗
教
上
の
行
事
を
行

　

う
た
め
に
必
要
な
場
合

○
農
業
、
林
業
、
漁
業
の
た
め
や
む
を

　

得
ず
行
わ
れ
る
場
合
（
廃
ビ
ニ
ー
ル

　

や
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
な
ど
は
禁
止
）

○
た
き
火
そ
の
他
日
常
生
活
で
通
常
行

　

わ
れ
る
場
合
で
軽
微
な
も
の
（
ド
ラ

　

ム
缶
な
ど
の
使
用
は
禁
止
）

※
右
記
の
場
合
で
あ
っ
て
も
燃
や
す
量

は
最
小
限
に
と
ど
め
て
く
だ
さ
い

※
時
間
帯
、
周
辺
の
住
民
、
環
境
な
ど

に
十
分
な
配
慮
が
必
要
で
す

×

野焼きは法律で禁止されています！
野焼きによる火災も多発しています

　

２
０
２
０
年
版
え
ひ
め
県
民
手
帳
・

　

県
民
ノ
ー
ト
好
評
販
売
中

　

毎
年
ご
好
評
の
え
ひ
め
県
民
手
帳
・
県
民

ノ
ー
ト
の
販
売
を
開
始
し
ま
し
た
。
ぜ
ひ
ご

購
入
く
だ
さ
い
。

〇
県
民
手
帳　

６
０
０
円
（
税
込
み
）

〇
県
民
ノ
ー
ト　

８
５
０
円
（
税
込
み
）

　

愛
媛
県
統
計
協
会
（
県
統
計
課
内
）

　

０
８
９
・
９
１
２
・
２
２
７
１

　

０
８
９
・
９
４
３
・
２
３
２
２



※
ど
ち
ら
か
１
回
の
み
の
受
講
も
可
能
で
す

　

金
田
由
美
子
さ
ん
（
愛
媛
県
在
宅
介
護
研

修
セ
ン
タ
ー
長
）

　
　

高
齢
介
護
課　

高
齢
者
福
祉
施
策
係

　

28
・
６
０
２
４　
　

28
・
６
０
５
９

　

認
知
症
に
や
さ
し
い
地
域
づ
く
り

　

講
演
会
の
ご
案
内
（
無
料
）

川
之
江
地
域

　

11
月
６
日
（
水
）
13
時
30
分
～
15
時

　

川
之
江
ふ
れ
あ
い
交
流
セ
ン
タ
ー
１
階　

大
会
議
室

　

10
月
25
日
（
金
）
ま
で

三
島
地
域

　

11
月
29
日
（
金
）
13
時
30
分
～
15
時

　

福
祉
会
館
４
階　

多
目
的
ホ
ー
ル

　

11
月
22
日
（
金
）
ま
で

土
居
地
域

　

12
月
13
日
（
金
）
13
時
30
分
～
15
時

　

ユ
ー
ホ
ー
ル
（
土
居
文
化
会
館
）
２
階　

大
会
議
室

　

12
月
６
日
（
金
）
ま
で

　

「
作
業
療
法
士
に
よ
る
認
知
症
予
防
に
役

立
つ
脳
と
体
の
使
い
方
～
え
ひ
め
カ
ン
カ
ン

体
操
と
は
～
」

　

各
会
場
１
０
０
名
（
先
着
順
）

　

動
き
や
す
い
服
装
・
飲
み
物

　

愛
媛
県
作
業
療
法
士
会

　
　

高
齢
介
護
課　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　

28
・
６
１
４
７　
　

28
・
６
０
５
９

　

家
族
介
護
者
交
流
事
業
（
無
料
）

　

日
頃
の
介
護
に
つ
い
て
、
一
緒
に
お
話
を

聞
い
て
情
報
交
換
し
ま
せ
ん
か
。
市
内
在
住

で
、
自
宅
で
介
護
を
し
て
い
る
方
な
ら
ど
な

た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

第
１
回

　

11
月
７
日
（
木
）
13
時
30
分
～
15
時
30
分

　

「
介
護
を
学
ぼ
う
～
腰
を
い
た
め
な
い
介

護
術
～
」　

第
２
回

　

令
和
２
年
２
月
７
日
（
金
）
13
時
30
分
～

15
時
30
分

　

「
認
知
症
に
つ
い
て
～
認
知
症
ケ
ア
で
悩

ま
な
い
た
め
に
～
」

　

市
役
所
市
民
交
流
棟
２
階　

会
議
室

　

25
名
（
先
着
順
）

　

10
月
10
日
（
木
）
～
10
月
31
日
（
木
）

　

権
利
擁
護
講
演
会
～
成
年
後
見
制
度

　

と
遺
言
に
つ
い
て
学
ぼ
う
～
（
無
料
）

　

病
気
や
認
知
症
に
よ
り
、
自
分
の
意
思
で

物
事
の
判
断
が
難
し
く
な
っ
た
時
、
大
切
な

財
産
や
安
心
し
て
生
活
を
送
る
権
利
を
守
る

た
め
に
、
成
年
後
見
制
度
や
遺
言
に
つ
い
て

学
び
ま
す
。
ど
な
た
で
も
お
気
軽
に
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

　

10
月
15
日
（
火
）
10
時
～
11
時
30
分

　

松
柏
公
民
館
（
下
柏
町
３
８
８
）

　

10
月
29
日
（
火
）
10
時
～
11
時
30
分

　

関
川
公
民
館
（
土
居
町
上
野
９
１
１
・
１
）

　

リ
ー
ガ
ル
サ
ポ
ー
ト
え
ひ
め
支
部
所
属
司

法
書
士
、
社
会
福
祉
協
議
会
職
員

　

高
齢
介
護
課　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　

28
・
６
１
４
７　
　

28
・
６
０
５
９

　

10
月
は
里
親
月
間
で
す

　

さ
ま
ざ
ま
な
事
情
で
家
族
と
一
緒
に
暮
ら

す
こ
と
が
で
き
な
い
子
ど
も
た
ち
が
い
ま

す
。
彼
ら
を
自
ら
の
家
庭
で
愛
情
と
真
心
を

込
め
て
養
育
し
て
い
た
だ
く
里
親
さ
ん
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

　

愛
媛
県
東
予
子
ど
も
・
女
性
支
援
セ
ン

タ
ー　

０
８
９
７
・
43
・
３
０
０
０

　

０
８
９
７
・
43
・
３
０
０
４　

　

愛
媛
労
働
局
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

10
月
31
日
（
木
）
は
、
労
働
保
険
（
労
災

保
険
・
雇
用
保
険
）
料
の
第
２
期
分
の
納
付

期
限
と
な
っ
て
い
ま
す
。
事
業
主
の
皆
さ
ま

へ
は
、
10
月
18
日
（
金
）
ご
ろ
に
納
付
書
を

お
届
け
し
ま
す
の
で
、
最
寄
り
の
金
融
機
関

で
納
付
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

愛
媛
労
働
局
労
働
保
険
徴
収
室

　

０
８
９
・
９
３
５
・
５
２
０
２

　

０
８
９
・
９
３
５
・
５
２
１
０

　

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ

　

プ
講
座
を
開
催
し
ま
す
（
無
料
）

　　

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
と
は
、
認
知
症
に
つ

い
て
正
し
く
理
解
し
、
認
知
症
の
人
や
家

族
を
温
か
く
見
守
る
応
援
者
で
す
。
そ
こ
か

ら
も
う
一
歩
進
ん
だ
知
識
を
習
得
し
、
認
知

症
の
人
と
そ
の
ご
家
族
を
支
え
る
一
員
と
し

て
、
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
し
た
認
知
症
サ
ポ
ー

タ
ー
と
し
て
活
動
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

10
月
11
日
（
金
）
13
時
30
分
～
15
時
30
分

　

市
民
交
流
棟
２
階　

会
議
室

　

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
を
受
け
た

こ
と
が
あ
る
方

　

10
月
10
日
（
木
）
ま
で

　
　

高
齢
介
護
課　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　

28
・
６
１
４
７　
　

28
・
６
０
５
９

　

自
衛
官
等
採
用
説
明
会

　

10
月
29
日
（
火
）
17
時
30
分
～
19
時
30
分

　

中
之
庄
公
民
館　

第
２
会
議
室

　

仕
事
内
容
や
勤
務
体
系
、
福
利
厚
生
な
ど

※
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

　

自
衛
隊
新
居
浜
出
張
所

　

０
８
９
７
・
32
・
５
３
９
６
（
フ
ァ
ク
ス
兼
）



　

本
市
・
観
音
寺
市
・
三
好
市
在
住
の
小
学
生

（
来
春
入
学
可
）
か
ら
75
歳
く
ら
い
ま
で

　

各
ク
ラ
ス
15
名
程
度

　

11
月
15
日
（
金
）
ま
で

　

電
話
ま
た
は
、
座
・
東
京
み
か
ん
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

月
額
２
千
円
（
高
校
生
ま
で
）

　

月
額
３
千
円
（
一
般
）

　

発
表
会
費
１
万
円

　

田
辺
国
武
さ
ん
（
ふ
る
さ
と
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
）

【
協
力
】
石
川
洋
一
さ
ん
（
ふ
る
さ
と
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
）

　
　

四
国
中
央
市
み
す
ゞ
塾
事
務
局

　

０
９
０
・
６
８
８
２
・
３
３
０
８
（
池
北
） 

　

文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

　

28
・
６
０
４
３　
　

28
・
６
０
６
０

　

傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座

　

受
講
生
募
集
（
無
料
）

　

や
さ
し
い
思
い
や
り
の
気
持
ち
を
育
て
る

傾
聴
に
つ
い
て
一
緒
に
学
び
ま
せ
ん
か
。

　

11
月
18
日
～
12
月
23
日
（
毎
週
月
曜
日
・

全
６
回
）
13
時
～
15
時
30
分

　

市
役
所
市
民
交
流
棟
２
階　

会
議
室

　

20
名
程
度

　

11
月
11
日
（
月
）
ま
で

　

加
地
初
美
さ
ん
（
産
業
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
）

　
　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー

　

28
・
６
０
３
９　
　

28
・
６
１
６
０

　

生
き
が
い
講
座
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン

　

「
楽
し
い
着
付
け
講
座
（
後
期
）
」

　

受
講
生
募
集

　

11
月
６
日
～
令
和
２
年
２
月
（
毎
週
水
曜

日
・
全
15
回
）
10
時
～
11
時
30
分

　

ユ
ー
ホ
ー
ル
（
土
居
文
化
会
館
）

　

６
名

※
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
（
未
受
講
者
優
先
）

し
、
応
募
者
全
員
に
結
果
を
通
知
し
ま
す

　

10
月
24
日
（
木
）
ま
で

　

１
８
０
０
円
（
衣
紋
抜
き
代
を
含
む
）

　

岸　

照
子
さ
ん

※
定
員
に
満
た
な
い
場
合
は
開
講
し
な
い
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
日
程
な
ど
を
変
更

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す

　
　

ユ
ー
ホ
ー
ル
（
土
居
文
化
会
館
）

　

28
・
６
３
５
３　
　

28
・
６
３
８
８

募　

集

　　

「
四
国
中
央
市
・
み
す
ゞ
塾　
　
　

　

２
０
２
０
」
参
加
者
募
集

　

令
和
２
年
１
月
開
講
（
原
則
月
１
回
）

　

川
之
江
・
三
島
ク
ラ
ス
、
土
居
ク
ラ
ス
を
、

土
曜
日
ま
た
は
日
曜
日
に
市
内
の
公
共
施
設

で
開
講
す
る
演
劇
入
門
講
座
で
す
。

　

市
職
員
採
用
試
験
（
追
加
日
程
）

　

公
務
員
試
験
対
策
不
要
区
分
追
加
‼

　

令
和
２
年
度
採
用
の
市
職
員
を
追
加
募
集

し
ま
す
。
ま
た
、
新
た
に
公
務
員
試
験
対
策

不
要
の
試
験
区
分
（
Ｂ
区
分
）
を
設
け
、
人

物
重
視
の
選
考
を
行
い
ま
す
。

試
験
日　

11
月
10
日
（
日
）

Ａ
区
分

　

前
期
日
程
と
同
様
の
試
験
内
容
で
す
。

※
令
和
元
年
度
中
に
実
施
済
み
の
本
市
の
採

用
試
験
に
お
い
て
、
同
じ
試
験
区
分
（
第
一

次
試
験
）
を
受
験
さ
れ
て
い
る
方
は
、
受
験

で
き
ま
せ
ん

Ｂ
区
分

　

人
物
評
価
に
重
点
を
置
き
、
教
養
試
験
は

公
務
員
試
験
対
策
不
要
の
試
験
で
す
（
技
術

職
は
教
養
試
験
は
あ
り
ま
せ
ん
）。

受
付
期
間　

　

10
月
１
日
（
火
）
～
10
月
28
日
（
月
）
の

執
務
時
間
中
（
閉
庁
日
を
除
く
８
時
30
分
～

17
時
15
分
）
に
人
事
課
で
受
け
付
け
ま
す
。

な
お
、
郵
送
の
場
合
は
、
10
月
28
日
（
月
）

消
印
有
効
。

※
詳
し
く
は
、
実
施
要
綱
を
ご
確
認
く
だ
さ
い

　

実
施
要
綱
、
申
込
書
及
び
受
験
票
は
、
人

事
課
及
び
各
窓
口
セ
ン
タ
ー
で
お
渡
し
し
ま

す
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
ま
す
。

　
　

人
事
課　

28
・
６
０
０
４

　

〒
７
９
９
・
０
４
９
７　

　

三
島
宮
川
４
・
６
・
55

　

28
・
６
０
５
６

職種 条件
Ａ区分 Ｂ区分

年齢 募集人数 試験方法 年齢 募集人数 試験方法

一般事務職

（上級）

大学、大学院
など卒業また
は見込み

平 成 2 年
4 月 2 日
以降に生
まれた方
（29歳まで）

5名程度

第 1次
教養試験、専門試験（技
術職のみ）、性格検査

第 2次
個人面接、プレゼン面
接、作文試験

第 3次
個人面接

昭和 60 年
4 月 2 日
以降に生
まれた方
（34歳まで）

3名程度
第 1次
一般事務職：教養試験
（基礎能力、事務能力）
技術職：専門試験
共通：性格検査、自己
PR シート作成、PR 面接

第 2次
個人面接、作文試験

第 3次
個人面接

技術職

（土木 /上級）

大学、大学院
など卒業また
は見込み

3名程度

各 1名

程度

技術職

（土木 /中級）

短期大学、高
等専門学校、
専修学校卒業
または見込み

1名程度

技術職

（建築 /上級）

大学、大学院
など卒業また
は見込み

2名程度



　

不
動
産
無
料
相
談
（
要
予
約
）

　

10
月
10
日
（
木
）
13
時
～
17
時

　

宇
摩
建
設
会
館
３
階
（
三
島
宮
川
）

　

相
談
日
前
日
ま
で
の
13
時
～
17
時
に
電
話

予
約
（
土
・
日
曜
日
を
除
く
）

　
　

愛
媛
県
宅
地
建
物
取
引
業
協
会
四
国
中

央
地
区
連
絡
協
議
会　

24
・
２
２
３
５

　

24
・
２
２
３
６

　

を
送
っ
て
も
返
信
が
来
な
い
。

○
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
４
か
月
先
の
ホ
テ
ル

　

を
予
約
し
た
が
行
け
な
く
な
っ
た
の
で
翌

　

日
キ
ャ
ン
セ
ル
し
た
ら
、
高
額
な
解
約
料

　

を
請
求
さ
れ
た
。

ア
ド
バ
イ
ス

○
利
用
規
約
な
ど
を
よ
く
読
み
、
予
約
内
容

　

や
キ
ャ
ン
セ
ル
、
変
更
な
ど
の
契
約
条
件

　

を
申
し
込
み
の
前
に
よ
く
確
認
し
ま
し
ょ

　

う
。

○
サ
イ
ト
運
営
事
業
者
の
基
礎
情
報
（
名
称
、

　

住
所
、
代
表
者
名
、
日
本
の
旅
行
業
登
録

　

の
有
無
な
ど
）
や
顧
客
対
応
窓
口
へ
の
問

　

い
合
わ
せ
手
段
を
確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ

　

う
。
海
外
業
者
が
運
営
す
る
サ
イ
ト
の
場

　

合
は
、
日
本
語
対
応
の
可
否
な
ど
も
調
べ

　

て
お
き
ま
し
ょ
う
。

○
申
込
時
や
予
約
後
は
、
予
約
内
容
を
よ
く

　

確
認
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
不
測
の
事

　

態
に
備
え
画
面
を
印
刷
し
、
精
算
が
完

　

了
し
旅
行
が
終
わ
る
ま
で
保
管
し
ま
し
ょ

　

う
。

○
困
っ
た
こ
と
や
ト
ラ
ブ
ル
が
生
じ
た
場
合

　

は
左
記
の
相
談
窓
口
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ

　

い
。

困
っ
た
と
き
は
ピ
ピ
ッ
と
相
談
！

消
費
生
活
に
関
す
る
相
談
窓
口

　

市
民
く
ら
し
の
相
談
課　

28
・
６
１
４
３

　

28
・
６
１
４
９

　

愛
媛
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　

０
８
９
・
９
２
５
・
３
７
０
０

　

消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン　

　
　

１い

や

や

８
８

　

無
料
特
許
・
商
標
相
談
（
要
予
約
）

　

11
月
11
日
（
月
）
13
時
～
16
時

　

四
国
中
央
商
工
会
議
所
〔
旧
川
之
江
保
健

セ
ン
タ
ー
（
金
生
町
下
分
７
８
９
・
１
）〕

　

相
談
日
の
５
日
前
ま
で
に
電
話
予
約

　
　

四
国
中
央
商
工
会
議
所　

特
許
相
談
係

　

58
・
３
５
３
０　
　

58
・
６
２
９
４

内容 日時 場所 問い合わせ先

パソコンワード初級講座
※要事前申し込み

10/11（金）・10/18（金）・
10/25（金）

10：00 ～ 12：00

市役所市民交流棟 1階
多目的室

障がいピアサポートセンター　
24-0439

県委託療育等支援事業
（講師派遣など） 随時

支援の必要な方や家族が
関わる保育園・幼稚園・
学校・事業所など

澄心そうだんさぽーと
22-3311（鈴木・ファクス兼用）

障がい者の就労相談・支援、
事業所からの雇用相談
※来所による相談は要予約

月～金曜日
9：00 ～ 17：30

サンハイツ三島中央 1階
（三島中央 3-13-12）

ジョブあしすと UMA
23-6558　　22-4558

障がいのある方へ　相談・支援事業

相　

談

　

ネ
ッ
ト
で
の
旅
行
予
約
は

　

契
約
条
件
を
確
認
し
て
！

　　

最
近
で
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
旅
行
予
約

サ
イ
ト
を
利
用
し
、
ホ
テ
ル
や
航
空
券
な
ど

を
予
約
購
入
す
る
方
が
増
え
て
い
ま
す
。
し

か
し
、
い
つ
で
も
手
軽
に
予
約
出
来
る
反
面
、

対
面
で
説
明
を
受
け
る
こ
と
が
出
来
な
い
た

め
、
契
約
条
件
な
ど
に
つ
い
て
消
費
者
自
身

で
十
分
確
認
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

相
談
事
例

○
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
航
空
券
を
申
し
込
ん

　

だ
が
行
け
な
く
な
っ
た
。
キ
ャ
ン
セ
ル
を

　

し
た
い
が
電
話
も
つ
な
が
ら
ず
、
メ
ー
ル

障
が
い
の
あ
る
方
へ

　

車
椅
子
利
用
者
列
車
体
験

　

10
月
26
日
（
土
）
10
時
～

　

市
内
の
最
寄
り
駅
か
ら
新
居
浜
駅
ま
で
、

車
椅
子
で
乗
車
体
験
を
行
い
ま
す
。

　

車
椅
子
利
用
者

※
身
体
的
な
介
助
が
必
要
な
方
は
、
介
助
者

と
ご
参
加
く
だ
さ
い

　

３
名
（
要
申
し
込
み
）

　

昼
食
代
の
み
実
費
負
担

　
　

障
が
い
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

　

24
・
０
４
３
９

　

行
政
書
士
に
よ
る
無
料
相
談
会

　

10
月
30
日
（
水
）
10
時
～
15
時

　

川
之
江
文
化
セ
ン
タ
ー
３
階　

第
１
講
義
室

　

相
続
、
遺
言
、
農
地
や
山
林
の
活
用
、
建

設
業
許
可
、
会
社
や
法
人
の
設
立
、
離
婚
、

ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
な
ど

　

愛
媛
県
行
政
書
士
会
四
国
中
央
支
部

　

23
・
０
９
６
３　
　

23
・
０
９
６
７



　

相談日は変更する場合があります。事前に電話でお問い合わせください。

 法律相談　※相談日前日 17：15 までに要予約（土・日・祝日は予約不可）

10/ 1（火）13：00 ～ 16：00  川之江文化センター 1階

 市民くらし
 の相談課

28-6143
28-6149

10/10（木） 9：00 ～ 12：00  市役所 1階　102 会議室

10/15（火）13：00 ～ 16：00  川之江文化センター 1階

10/18（金）　9：00 ～ 12：00  市役所 1階　102 会議室

10/23（水） 13：30 ～ 15：30  土居窓口センター 1階

11/ 5（火）13：00 ～ 16：00  川之江文化センター 1階

11/ 8（金） 9：00 ～ 12：00  市役所 1階　102 会議室

 司法書士相談　※相談日前日 17：15までに要予約（土・日・祝日は予約不可）

10/ 4（金）  9：00 ～ 12：00  市役所 1階　101・102 会議室  市民くらし
 の相談課

28-6143
28-6149

10/ 9（水） 13：00 ～ 16：00  川之江文化センター 1階

11/ 5（火）  9：00 ～ 12：00  市役所 1階　101・102 会議室

11/13（水） 13：00 ～ 16：00  川之江文化センター 1階

 人権相談

10/ 7（月） 13：00 ～ 15：00  川之江文化センター 4階  人権施策課
28-6073
28-6173

10/ 9（水） 10：00 ～ 12：00  新宮公民館 1階　研修室

11/18（月）10：00 ～ 12：00  土居福祉センター 1階
年中（土・日・祝日・年末年始を除く）
8：30 ～ 17：15

 松山地方法務局四国中央支局
 23-2407    23-2496

 年金出張相談　※要予約

10/10 （木）10：00 ～ 14：30 受付

 川之江文化センター 4階
 新居浜
 年金事務所
 0897-35-1445

10/24 （木）10：00 ～ 14：30 受付

11/ 7 （木）10：00 ～ 14：30 受付

 行政相談　※ 10 月 7 日（月）～ 13 日（日）は行政相談週間です

10/ 1 （火）10：00 ～ 12：00  市役所１階　102 会議室

 総務調整課  
28-6002
28-6056

10/ 7 （月）  9：00 ～ 15：00  土居窓口センター 1階

10/ 7 （月） 10：00 ～ 15：00  市役所１階　102 会議室

10/ 8 （火） 13：30 ～ 15：30  川之江文化センター 2階

10/ 9 （水） 10：00 ～ 12：00  新宮公民館 1階　研修室

10/21（月）10：00 ～ 12：00  市役所１階　102 会議室

11/ 5 （火）10：00 ～ 12：00  市役所２階　202 会議室

11/11 （月）  9：00 ～ 12：00  土居窓口センター 1階

11/11 （月） 10：00 ～ 12：00  新宮公民館 1階　研修室

 一般・消費・ＤＶ相談（相談窓口）

10/ 1（火） 9：30 ～ 11：30  新宮公民館 1階　研修室

 市民くらし 
 の相談課

28-6143
28-6149

10/ 3（木） 9：00 ～ 11：30  川之江文化センター 1階

10/ 8（火） 9：00 ～ 11：30  土居窓口センター 1階

10/10（木）　9：00 ～ 11：30  川之江文化センター 1階

10/17（木）　9：00 ～ 11：30  川之江文化センター 1階

10/24（木）　9：00 ～ 11：30  川之江文化センター 1階

10/31（木）　9：00 ～ 11：30  川之江文化センター 1階

11/ 5（火）　9：30 ～ 11：30  新宮公民館 1階　研修室

11/ 7（木）　9：00 ～ 11：30  川之江文化センター 1階
年中（土・日・祝日・年末年始を除く）
8：30 ～ 17：15  市民くらしの相談課

 暴力団相談

年中（土・日・祝日・年末年始を除く）
8：30 ～ 17：15

 愛媛県暴力追放推進センター
 089-932-1893    089-932-8930

10月の相談日程

　高齢介護課　地域包括支援センター

　28-6147　　　28-6059

もの忘れチェック体験（無料）
　心配なもの忘れを早期に発見し、

予防に取り組めるよう、パソコンを
使ったタッチパネル式の「もの忘れ
相談プログラム」を体験できます。
一人 5分程度で簡単にできます！

日時 場所

10/8（火）
13：30 ～ 15：00

土居窓口センター

11/6（水）
13：30 ～ 15：00

高齢介護課

今月の納期
市県民税　3期分　
国民健康保険料　4期分
後期高齢者医療保険料　4期分
介護保険料　4期分
保育所・
認定こども園使用料　10 月分
市営住宅使用料　10 月分
市営住宅駐車場使用料　10月分
※納期限　10 月 31 日（木）

水道料金　9月分
下水道使用料　9月分
※納期限　10 月 10 日（木）

東予若者サポートステーション

出張相談（無料・要予約）

　10/7（月）・10/21（月）・11/11（月）

　13：00 ～ 17：00

　ハローワーク四国中央 1階　

相談室

　就職にお悩みの 15 歳～ 39 歳の方

またはその保護者

　一人 1時間の相談で 1日 4名まで

　　東予若者サポートステーション
　0897-32-2181　　0897-32-2182
　（新居浜市繁本町 8-65）

ミニクラブ（無料）
　毎週火曜日　13：00 ～ 14：00

　川之江ふれあい交流センター

　毎週金曜日　13：00 ～ 14：00

　みしま児童センター

　発達や発育に心配がある未就園の

お子さんと保護者を対象とした、小

集団あそびと相談のひろばです。利

用を希望される方は、お問い合わせ

ください。

　　発達支援課　28-6029

　28-6030



　
　

が
み
な
、
や
が
て
は
介
護
や
支
援
が
必
要

と
な
る
こ
と
を
理
解
し
、
自
ら
の
問
題
と

し
て
捉
え
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
高
齢
者

が
安
心
し
て
生
き
て
い
け
る
社
会
は
、
全

て
の
人
た
ち
に
と
っ
て
も
幸
せ
な
社
会
な

の
で
す
。

２
０
１
９
人
権
の
つ
ど
い

交
流
ブ
ー
ス
出
展
者
・
人
権
標
語
募
集

　

市
民
一
人
ひ
と
り
が
人
権
意
識
を
高
め
、

全
て
の
市
民
が
お
互
い
の
人
権
を
尊
重
し
、

差
別
の
無
い
、
明
る
い
、
幸
せ
な
暮
ら
し

の
実
現
を
目
的
に
開
催
し
ま
す
。

　

11
月
24
日
（
日
）
13
時
～
16
時
30
分

　

福
祉
会
館
４
階　

多
目
的
ホ
ー
ル

交
流
ブ
ー
ス
出
展
者
募
集

　

人
権
の
つ
ど
い
の
目
的
に
沿
っ
た
活
動

を
し
て
い
る
、
ま
た
は
賛
同
す
る
個
人
ま

た
は
団
体

　

３
ブ
ー
ス

（
１
ブ
ー
ス　

幅
２
㍍
×
奥
行
２
㍍
程
度
）

　

11
月
１
日
（
金
）
ま
で　

人
権
標
語
募
集

　

11
月
８
日
（
金
）
ま
で

　

標
語
、
氏
名
、
年
齢
、
住
所
、
電
話
番

号
を
明
記
の
う
え
、
郵
送
・
Ｅ
メ
ー
ル
・
フ
ァ

ク
ス
の
い
ず
れ
か
で
応
募
し
て
く
だ
さ
い

（
様
式
自
由
）。

　
　

人
権
施
策
課　

28
・
６
０
７
３

　

28
・
６
１
７
３

〒
７
９
９
・
０
４
９
７　

三
島
宮
川
４
・
６
・
55

　

j
i
n
k
e
n
s
e
s
a
k
u
@
c
i
t
y
.
s
h
i
k
o
k
u
c
h
u
o
.

ehime.jp

土
居
図
書
館

図
書
リ
サ
イ
ク
ル
市

　

10
月
19
日
（
土
）・
20
日
（
日
）

　

９
時
～
17
時

10月の休館日

川之江図書館　28-6256
三島図書館　　28-6053
土居図書館　　28-6354
おやこ図書館　28-6258

検索紙のまち図書館

そ
の
ほ
か
の
お
は
な
し
会
の
日
程
な
ど
は
、
紙

の
ま
ち
図
書
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
ま
た
は
各
図

書
館
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
！

川
之
江
図
書
館

お
は
な
し
チ
ャ
チ
ャ
チ
ャ
（
幼
児
）

　

10
月
26
日
（
土
）
14
時
～

三
島
図
書
館

お
は
な
し
☆
ら
っ
こ
（
乳
児
～
）

　

10
月
19
日
（
土
）
10
時
～

土
居
図
書
館

ド
ー
ナ
ツ
の
お
は
な
し
会
（
幼
児
）

　

10
月
12
日
（
土
）
10
時
～

お
や
こ
図
書
館

お
や
こ
で
お
は
な
し
会
（
乳
幼
児
～
）

　

10
月
12
日
（
土
）
10
時
30
分
～

お
は
な
し
会

市
内
図
書
館
・
郷
土
資
料
館

共
通
イ
ベ
ン
ト

ふ
る
さ
と
写
真
展
～
令
和
に
つ
な
が
る

１
枚
の
写
真
～　

※
無
料

　

10
月
１
日（
火
）～
令
和
２
年
１
月
26
日（
日
）

　

図
書
館
と
郷
土
資
料
館
で
巡
回
展
示
を
行

い
ま
す
。
詳
し
く
は
、
各
館
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

川
之
江
図
書
館

子
ど
も
映
画
会　

※
無
料

　

10
月
12
日
（
土
）
14
時
～
14
時
30
分

　

「
ル
ル
ロ
ロ
」「
ぶ
ん
ぶ
く
ち
ゃ
が
ま
」

映
画
会
（
一
般
向
け
）　

※
無
料

　

10
月
17
日
（
木
）
10
時
～
12
時
5
分

　
「
ブ
ラ
ッ
ク
レ
イ
ン
」（
洋
画
・
吹
き
替
え
）

三
島
図
書
館

絵
本
作
家　

鈴
木
ま
も
る
講
演
会

※
要
予
約
・
無
料

　

11
月
17
日
（
日
）
13
時
30
分
～
15
時
30
分

　

小
学
生
～
一
般

　

60
名　

　

10
月
15
日
（
火
）
９
時
～

イ
ベ
ン
ト
情
報

川之江図書館
毎週月曜日・31（木）
おやこ図書館
毎週月曜日・
22（火・祝）・31（木）
三島図書館
毎週月曜日・31（木）
10/1（火）～ 10/10（木）
※特別整理期間のため
土居図書館
毎週月曜日・
15（火）・23（水）・31（木）

じ
ん
け
ん
広
場

高
齢
者
の
人
権

　

日
本
に
お
け
る
平
均
寿
命
の
大
幅
な
伸

び
や
、
少
子
化
な
ど
を
背
景
に
、
社
会
の

高
齢
化
は
極
め
て
急
速
に
進
ん
で
い
ま
す
。

こ
う
し
た
中
、
高
齢
者
の
尊
厳
が
確
保
さ

れ
、
安
心
し
て
生
き
生
き
と
暮
ら
せ
る
社

会
を
築
い
て
い
く
こ
と
が
望
ま
れ
て
い
ま

す
。
し
か
し
な
が
ら
、
疾
病
な
ど
の
た
め

に
介
護
を
必
要
と
し
て
い
る
高
齢
者
に
対

し
、
介
護
者
が
虐
待
を
加
え
る
な
ど
高
齢

者
を
め
ぐ
る
深
刻
な
人
権
問
題
が
増
え
て

き
て
い
ま
す
。

　

高
齢
者
に
対
す
る
虐
待
は
、「
身
体
的
虐

待
」「
心
理
的
虐
待
」「
性
的
虐
待
」「
介
護
・

世
話
の
放
棄
、
放
任
（
ネ
グ
レ
ク
ト
）」「
経

済
的
虐
待
」
が
あ
り
、
こ
れ
ら
が
複
合
的

に
存
在
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

虐
待
と
聞
く
と
身
体
的
虐
待
を
イ
メ
ー

ジ
し
が
ち
で
す
が
、
本
人
の
意
思
に
反
し

て
、
心
身
に
ダ
メ
ー
ジ
を
与
え
、
人
と
し

て
の
尊
厳
を
傷
つ
け
る
行
為
は
す
べ
て
虐

待
と
言
え
る
の
で
す
。
虐
待
の
要
因
は
さ

ま
ざ
ま
で
す
が
、
介
護
の
負
担
や
ス
ト
レ

ス
で
精
神
的
に
追
い
詰
め
ら
れ
る
ケ
ー
ス

が
多
く
、
認
知
症
患
者
や
寝
た
き
り
な
ど

の
場
合
は
、
会
話
自
体
も
ま
ま
な
ら
な
い

た
め
、
虐
待
が
表
面
化
し
に
く
い
と
い
う

特
徴
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
問
題
を
防
ぐ
た
め
に
は
、
適

切
な
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
や
悩
み
を
抱
え
込

ま
ず
に
相
談
す
る
こ
と
に
よ
り
、
負
担
軽

減
を
図
る
な
ど
の
工
夫
も
重
要
で
す
。
そ

し
て
認
知
症
や
高
齢
者
に
対
し
、
正
し
い

理
解
を
深
め
、
高
齢
者
を
大
切
に
す
る
心

を
育
て
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

人
は
誰
で
も
、
年
齢
を
重
ね
る
と
身
体

面
や
精
神
面
で
衰
え
が
生
じ
ま
す
。
誰
も



第 36 回嶺南ふれあい祭

10/19（土）10：00 ～
嶺南体育館
　演芸大会、バザーなど

嶺南公民館 28-6069

どいまち歩きプロジェクト

10/26（土）9：00 ～
土居公民館出発
　筆記用具、飲み物
10/18（金）

土居公民館 28-6358

第 37 回金生町歩け歩け大会

10/27（日）9：00 ～
金生第一小学校グラウンド～森と
湖畔の公園
金生第二小学校グラウンド～森と
湖畔の公園
　ウォーキング、ゲーム大会など
※雨天時は金生第一小学校体育館
でゲーム大会

金生公民館 28-6249

第 30 回上分町内文化祭

11/1（金）～ 3日（日）9：00 ～
上分公民館・上分小学校体育館
　作品展、芸能発表会（3 日 13 時
～上分小学校体育館）など

上分公民館 28-6248

妻鳥芸能文化祭

11/2（土）・3日（日）9：00 ～
　【2日】作品展、もちつき大会
【3日】作品展、芸能発表会（13 時～）
など

妻鳥公民館 28-6250

スカッシュバレー大会

10/26（土）8：30 ～
松柏小学校体育館
　スカッシュバレー
　10/11（金）まで
※ 1チーム 3名以上

松柏公民館 28-6062

男の料理教室参加者募集！

10/30（水）9：30 ～
　松茸の土瓶蒸し、白身魚のマリ
ネなどを作って、みんなで試食し
ます。
　10/28（月）
　600 円
　山中紀美子さん、松木功子さん

天満公民館 28-6360

第 40 回川滝地区芸能文化祭

10/26（土）9：00 ～ 20：00
10/27（日）9：00 ～ 16：00
川滝小学校
　文化展、芸能発表、バザー、抽
選会など
※ 26 日は文化展のみ

川滝公民館 28-6252

川滝公民館へ写真
依頼中 9/9



保健センター 28-6054　　保健推進課川之江窓口 28-6214　　保健推進課土居窓口 28-6350

乳幼児健診・育児相談・妊婦相談　～子どもの健やかな発育のために～

※お住まいの地域以外の健診日程で受診したい場合は、事前に下記までご連絡ください
●母子健康手帳と健診問診票（育児ノートから切り取って）をご持参ください。
● 1歳 6か月児健診・3歳児健診は歯科健診がありますので、歯磨きをしてお越しください。
●健診当日、お子さんの体調が優れない場合は、無理をせず体調が回復してから受診するようにしましょう。
●上記相談日以外でも、妊娠や育児に関する相談は随時行っていますので、お気軽にご相談ください。

お住まい
（地域）

育児相談
妊婦相談

4か月児健診 1歳6か月児健診 3歳児健診
Ｒ1年5月生 Ｒ1年6月生 Ｈ30年3月生 Ｈ30年4月生 Ｈ28年9月生 Ｈ28年10月生

川之江
新宮

10/28（月）
13：30～ 15：00

10/3（木）
13：00 ～ 13：45

11/7（木）
13：00 ～ 13：45

10/10（木）
12：45 ～ 13：45

11/14（木）
12：45 ～ 13：45

10/24（木）
12：45 ～ 13：45

11/21（木）
12：45 ～ 13：45

川之江ふれあい交流センター
（隣接する市民会館川之江会館の解体工事の状況により、11 月から会場を変更する場合があります）

三島
10/31（木）
13：30～ 15：00

10/7（月）
13：00 ～ 13：45

11/11（月）
13：00 ～ 13：45

10/29（火）
12：45 ～ 13：45

11/19（火）
12：45 ～ 13：45

10/8（火）
12：45 ～ 13：45

11/5（火）
12：45 ～ 13：45

保健センター

土居
　11/29（金）
10：00～ 11：30

10/4（金）
13：00 ～ 13：45

土居こども館 土居窓口センター 3階 保健センター

保健センターで受診できない土居地域の方は、土居窓口
センター 3階で行われる 1歳 6 か月児・3歳児健診にお
越しください
とき：12/20（金）12：45 ～ 13：45

♪離乳食セミナー（予約制・無料）

　簡単、便利、すばやくできる！基本を学びましょう。
■とき　10/18（金）9：30 ～ 11：30
■内容　離乳食の進め方や工夫の話、初期の調理実習
■対象　生後 5～ 6か月のお子さんの保護者
※お子さん連れの場合は、おんぶひもをご持参ください
■定員　10 名
■持参品　母子健康手帳、筆記用具、エプロン、三角巾、
　　　　　手拭きタオル
■申込期限　10/15（火）まで
■ところ・申し込み先　保健センター　28-6054

　ご自身やご家族の身体と心の健康について、気になる
ことや相談したいことはありませんか？
■とき　10/16（水）、11/20（水）9：00 ～ 11：00
■内容　健康相談、血圧測定、体脂肪測定、血管年齢測定、
　　　　唾液ストレスチェックなど
■ところ・申し込み先　保健センター　28-6054

♪からだとこころの健康相談（予約制・無料）

　妊娠・出産・育児について学べる教室です。
■持参品　母子健康手帳、筆記用具、飲み物
■ところ・申し込み先　保健センター　28-6054
※当日は 15 分前から受付開始、時間厳守でお願いします
※参加者多数の場合は調整させていただきます
栄養・運動編
■とき　11/6（水）13：30 ～ 16：00
■内容　妊娠中・授乳中の食事や運動について、赤ちゃ
　　　　んの抱き方、授乳方法を学ぼう
※運動ができる服装（ズボンなど）でお越しください
■対象　令和 2 年 1 月～ 3 月ごろ出産予定で市内在住の
　　　　初妊婦さんとそのご主人
■申込期限　10/30（水）まで

♪ママパパ学級　（予約制 ・無料）

沐浴編
■とき　11/17（日）9：15 ～ 12：00
■内容　妊娠中の歯の健康、パパの妊婦体験、赤ちゃん
　　　　人形をお風呂に入れよう（沐浴実習）
■対象　令和 2 年 1 月～ 4 月ごろ出産予定で市内在住の
　　　　初妊婦さんとそのご主人
■申込期限　11/8（金）まで

高齢者インフルエンザ予防接種

　65 歳以上の方は自己負担金 1,000 円で受けられます

■接種期間　10/15（火）～ 12/31（火）※休診日を除く
■対象　接種日に満 65 歳以上の方、満 60 歳以上 65 歳
　　　　未満で心臓や腎臓、呼吸器などに重い病気のあ
　　　　る方
■接種回数　年 1回
■持参品　医療保険証、身体障害者手帳など
■申し込み先　市と委託契約している医療機関
※医療機関については、かかりつけ医にご確認いただく
か保健センターまでお問い合わせください
※県外での接種を希望される場合は、事前に申請が必要
ですので、保健センターまでお問い合わせください
■問い合わせ先　保健センター　28-6054



急病などで困った時は !

救急外来は、夜間などの急病に対して応急的な処置
を行うところです。休日・夜間に平日の昼間と同じ
ような感覚で安易に救急外来を受診することのない
よう、適切な救急医療機関の利用をお願いします。

お願い

○テレガイド（休日・夜間救急当番医など）

23-5990
消防署につながります。自動音声でその日の夜間
救急病院の病院名と電話番号、また急患医療セン
ターの電話番号を教えてくれます。

○病院案内　28-9119
消防署につながります。担当者が症状などを聞いて
どこの病院へ行けばよいか案内します。

○小児救急医療電話相談
089-913-2777 または ＃8000（携帯・プッシュ回線）
医師や看護師などが家庭での応急対処の方法や医療
機関受診について教えてくれます。

◎急患医療センター（内科・小児科）

56-1913　妻鳥町 1501-1（妻鳥小学校西側）
【診療時間】月曜日～土曜日　19：30 ～ 22：30
　　　　  （日曜日は休診）　

※急患医療センターの診療は、宇摩医師会の有志の先生方の
ご協力により実施しています

月日 東部 西部

10/6 白石循環器科
58-0444（金生町下分）

青野医院
74-7470（土居町津根）

10/13 井上整形外科
24-2171（三島中央）

豊岡台病院
25-0088（豊岡町長田）

10/14 井上整形外科
24-2171（三島中央）

栗整形外科病院
24-5550（中之庄町）

10/20 芝医院
56-4811（妻鳥町）

恵康病院
74-7600（土居町蕪崎）

10/22
川上こどもｸﾘﾆｯｸ
57-1155（金生町山田井）

松風病院
74-2001（土居町入野）

10/27 中央ｸﾘﾆｯｸ
23-7808（三島中央）

ふく整形外科
74-0029（土居町中村）

11/3 松岡整形外科
58-5455（川之江町）

みよし循環器ｸﾘﾆｯｸ
24-5311（寒川町）

11/4 岸田ﾒﾃﾞ
56-0188（妻鳥町）

鈴木医院
74-7700（土居町小林）

11/10 川関高橋医院
56-2022（金生町下分）

相引医院
74-3127（土居町入野）

休日当番医　　診療時間　9：00 ～ 18：00
※都合により変更する場合があります

　
♪第 12 回 HITO 病院 地域医療講演会
  （申し込み不要・無料）

■とき　10/30（水）19：00 ～ 20：30
■ところ　しこちゅ～ホール（市民文化ホール）　
　　　　　小ホール
■内容　「脳卒中を防ぐために」ほか
■講師　髙木康志さん（徳島大学脳神経外科教授）
　　　　篠原直樹さん（HITO 病院脳卒中センター副セ
　　　　ンター長）
■問い合わせ先　HITO 病院　地域医療介護連携課
　　　　　　　　29-5704

　
10 月は「骨髄バンク推進月間」です

　毎年約 6,000 人の方が、突然、白血病などの血液難
病にかかっています。あなたの善意が血液難病患者の
命を救います。18 歳から 54 歳までの健康な方の登録
をお願いします。最寄りの窓口は西条保健所です。
■問い合わせ先　県業務衛生課　089-912-2391
　　　　　　　　西条保健所　　0897-56-1300

■とき　10/23（水）15：00 ～ 16：00
■ところ　
　四国中央病院 3階　講堂
■内容　
　「乳がんの診断・治療について」
■講師　

　松山和男さん（四国中央病院外科統括部長）
■問い合わせ先

　四国中央病院　総務課　58-3515

♪第 40 回 四国中央病院 市民公開講座
  （申し込み不要・無料）

　
10 月 17 日～ 23 日は「薬と健康の週間」です

　10 月 17 日～ 23 日までの 1週間は「薬と健康の週間」
です。薬の効果・副作用などについて正しく理解して
いますか？
　「健康サポート薬局」では、「かかりつけ薬局」によ
るお薬に関する相談に加え、健康食品や食事・栄養摂
取に関すること、介護用品などに関する相談にも対応
しています。
　安心してお薬を使用するために、いつでも気軽に相
談できる薬局を見つけましょう！
■問い合わせ先　四国中央保健所　企画課　
　　　　　　　　企画・医療対策グループ　23-3360

　がん検診受診率の向上を図るため、国民一人ひとり
が検診の必要性を認識し、検診を受診しましょう。

10 月は「がん検診受診率 50％達成」に
向けた集中キャンペーン月間です

ｨｶﾙｸﾘﾆｯｸ



8/3 応急手当普及員に認定

　市消防本部が、消防防災センターで 8/1 ～ 8/3 の 3

日間、応急手当普及員講習を行い、市内小中学校教諭

5 名、事業所職員 4 名に認定証を交付しました。認定

者は今後、所属する学校や事業所の職員などに対して、

救急講習を指導することができます。

8/20 全日本ゲートボール選手権大会に出場 学校給食米収穫祭開催8/24

8/19 空手道ジャパンアスリートカップに出場

　空手道場の敬心館（武村敬介館長）に所属する大西

杜
と わ

和くん（三島南幼稚園年長児）が、6 月に開催され

た西日本大会で見事優勝し、来年 1 月に大阪で開催さ

れる全国大会に出場することを市長に報告しました。

8/18 翠波高原コスモスまつり 2019

　今年は少雨などの影響で、コスモスの開花が例年よ

り少なかったにも関わらず、多くの家族連れなどでに

ぎわいました。女子高生弾き語りシンガーの森のぞみ

さんのステージ、とんとん！紙相撲やお楽しみ抽選会

など、来場者はイベントやバザーを楽しみました。

8/19 スポーツ吹矢ジュニア競技会で好成績

　東京都で開催されたウエルネススポーツ吹き矢ジュ

ニア競技会において、合田心
こ は る

春さん（寒川小 2 年）、合

田琉成さん（寒川小6年）、小笠原環さん（観音寺市）、佐々

木唯穂さん（三島南中 1 年）が優勝や準優勝など、そ

れぞれ優秀な成績を収めたことを市長に報告しました。

　土居町蕪崎の JA うまアグリセンターで開催され、

4/27 の学校給食米田植え体験会で、子どもたちが手植

えし立派に育った稲を、市内の小学生約 120 人が収穫

しました。また事前に収穫した給食米を使って、自分

たちで作ったおにぎりを味わいました。

　四国中央市ゲートボール協会（松木良
よ し ち か

親会長）と、チー

ム「四国中央」の選手、合田里士さん、曽我部秀代さん、

安藤恒子さん、近藤隆勝さん、石川進さん、河村寿
ひ さ お

夫

さんが、滋賀県で開催される全日本選手権大会に出場

することを市長に報告しました。



8/25 てらの・金砂湖畔広場夏の感謝祭開催

8/31
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アンミカトークショー開催 国重要文化財「真鍋家住宅」おひろめ会9/1

8/29 世界スカウトジャンボリー大会に出場

8/25 鐘おどりを奉納

8/30 中田珠算塾全国大会で好成績

　ダム水源地域で水の恵みに感謝するとともに、地域

ににぎわいを取り戻し、嶺南地域の活性化を図ること

を目的に毎年実施されていて、会場の特設プールでは、

恒例の「アメゴのつかみ取り」が行われ、水着姿の子

ども達が夢中で追いかけていました。

　新宮町上山の稲
いなぐき

茎神社境内大西神社で鐘踊りが行わ

れました。鐘踊りは江戸時代の城主大
おおにしびっちゅうのかみもとたけ

西備中守元武の

霊を慰めるために始まったとされており、大西神社の

例祭日である「八
はっさく

朔」に奉納されるこの念仏おどりは、

県の無形民俗文化財に指定されています。

　苅田雅子さん（土居町津根・新居浜西高校 2 年）が、

7/22 ～ 8/2 までアメリカ合衆国ウエストバージニア州

で開催された、全世界から集まるボーイスカウトのキャ

ンプ大会「第 24 回世界スカウトジャンボリー大会」に

出場したことを、市長に報告しました。

　中田珠算塾の塾生が、8 月に島根県で開催された第

52 回雲州そろばん珠算競技大会で優秀な成績を収めた

ことを市長に報告しました。フラッシュ暗算のデモン

ストレーションも行われ、塾生たちはパソコンの画面

に次々と表示される数字を暗算し、即答していました。

　市民会館川之江会館で、女性ファッションモデルの

アンミカさんによるトークショーが開催されました。

　「ポジティブ脳で幸せに過ごすために」をテーマに、

ユーモアを交えながらテンポ良く話すアンミカさんの

魅力に、多くの来場者が引き込まれていました。

　金生町山田井の切山集落にある、国の重要文化財「真

鍋家住宅」のかやぶき屋根が 40 年ぶりに全面ふき替え

られ、おひろめ会が行われました。これまでにもふき替

えを行っていますが、屋根全面のふき替えは昭和 54 年

以来 40 年ぶりとなりました。
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四国中央市長
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と
・
・
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徳永進講演会 鳥獣害対策研修会9/10

　しこちゅ～ホールで開催され、18 年前鳥取市にホス

ピスケアのある有床診療所「野の花診療所」を開業し、

これまで数多くの死と向き合ってきた徳永さんは「死を

まぁるくできることもある」と来場者に語りかけました。

　JA うま総合経済センターで開催され、本市でも増加

している野生鳥獣による農作物被害について、地域で

被害対策を考え、実践するために、株式会社野生鳥獣

対策連携センターの阿部豪さんが講演しました。

9/4 市内最高齢者を訪問

　敬老の日を祝して市内最高齢者で 106

歳の白田サワ子さん（上分町）、男性最高

齢者で 103 歳の尾藤秋造さん（三島金子）

に、篠原市長と原田市議会議長からそれ

ぞれお祝い状やお祝いの品が手渡されま

した。みんなと談笑したり、お祝い状を

声に出して読んだりと、まだまだ元気な

お二人に市長から「また来年もお会いで

きるのを楽しみにしています」と言葉が

送られました。



ＥＶＥＮＴ情報ＥＶＥＮＴ情報
出かけてみませんか 内容 対象者

参加費 講師

定員 持参品

募集期限・期間 申込方法・申込先

ファクス問い合わせ先

10/27（日）9：00 ～ 16：00

伊予三島運動公園体育館

赤ちゃんはいはいレース、鈴木翼
親子コンサートなど

今年のテーマ

シコチュー　ネッチュー　子育てチュー

10th Anniversary 
まだまだ続くよ　子育て応援隊！

こども課　28-6027

赤ちゃんはいはいレース
出場者募集 !!

未歩行の乳児
40 名（先着順）
当日受付

　子どもの成長する姿に子育ての

楽しみや喜びを感じつつ、親子の

コミュニケーションとして愛情を

深め合い、親子同士の交流の場と

なるイベントです。

10：00 ～　霧の森イベント広場

バルーンパフォーマンス、和太鼓
集団「響

お と や

屋」による生演奏、新宮
名物の「しし肉」「手作りこんにゃ
く」を使ったおでんの振る舞い、
新宮茶の手もみ体験など
霧の森　72-3111

てらの・金砂湖畔広場
秋の感謝祭

10：00 ～ 14：30　てらの湖畔広場

産直市、田舎料理販売など
観光交通課　28-6187

しこちゅ～ホール
開館記念冠事業　無料

川之江カラオケ同好会　
090-9771-5918（藤重）

秋の歌謡祭

11/3（日 )16：30 ～ 21：30

（開場 16：00）

詩歌倶楽部 SUNS
090-2785-0090（井原）

詩
う た

歌倶楽部 SUNS 歌謡祭

11/10（日 )9：30 ～ 20：00

（開場 9：00）

四国中央
子育てフェスタ 2019

「新宮茶」秋の味覚を満喫！

霧の森秋の大収穫祭

10/27（日）別子・翠波はな街道サイクリング 2019 同日開催

11/7（木）～ 11/9（土）

9：00 ～ 17：00（最終日 14：00 まで）

しこちゅ～ホール（市民文化ホール）

市文化協会事務局（文化・スポー
ツ振興課内）　28-6043

四国中央市文化協会 文化祭

菊花展・山草展　入場無料

12/1（日）9：30 ～

浜公園周辺コース

PTA・中学生・一般男子（高校生

除く）・一般女子（高校生含む）

の部

6区間15.6㎞（選手6名、補欠2名）
一般男子（高校生含む）の部

4区間15.6㎞（選手4名、補欠2名）

10/16（水）～ 11/8（金）

伊予三島運動公園体育館と川之江
体育館に備え付けの申込書に参加
費を添えてお申し込みください。
1チーム 2,000 円（保険料を含む）
　伊予三島運動公園体育館
28-6071
川之江体育館　28-6255

四国中央市駅伝競走大会
雨天決行

※中学生は一般の部には参加できま
せん
※小学生は参加できません

※火曜日の休館日を除く

紙のサーカス（要申込・無料）

11/22（金）18：30～

11/23（土・祝）14：30～、18：30～

しこちゅ～ホール（市民文化ホール）

大ホール

各回 400 名（先着順）
11/15（金）まで
えひめさんさん物語のホームペー
ジ内「紙のサーカス」申し込み
フォームから、または代表者の氏
名、年齢、電話番号、観覧希望回
の日付、開演時間、参加希望人数

（最大 4 名）を記入し、ファクス
でお申し込みください。
東予東部圏域振興イベント実行委
員会（県東予地方局内）
0897-56-1300　　089-995-8784



11/12（火）8：00 ～

集合場所　伊予三島運動公園駐車場

　　　　　（青果市場北側）

岡山県備中松山城で約 8 ㎞（高低
差約 410m）のコースを歩きます。
市内在住の方
24 名（先着順）
10/17（木）8：30 ～ 10/31（木）

伊予三島運動公園体育館に備え付
けの申込書に参加費を添えてお申
し込みください。

2,000 円（バス代、昼食代、保険
料を含む）
　伊予三島運動公園体育館
28-6071

秋満喫 健脚ウォーク‘19
雨天決行

11/4（月）8：45 ～ 12：00

（受付 8：15 ～）

伊予三島運動公園体育館ほか

スポーツクライミング、弓道、バ
ドミントン、体力測定など、約 20
種目のスポーツを体験できます。
小学生以上
10/2（水）～ 10/21（月）

伊予三島運動公園体育館と川之江
体育館に備え付けの申込書（小学
生へは各校を通じて配布）に参加
費を添えてお申し込みください。
200 円（保険料を含む）
　伊予三島運動公園体育館
28-6071
川之江体育館　28-6255

スポーツアドベンチャー
in 四国中央市　雨天決行

11/10（日）9：00 ～（受付 8：30 ～）

三島小学校

あったかなまちづくり活動支援事業

あい（AI）のたねをまこう！

AI がわかる講演会（無料）

第 1部 10：00 ～ 11：30

親子で遊べるモノづくり STEM 教育

（無料）

9：00 ～ 16：00（講演会中は休止）

演題「AI は社会や仕事の未来を
どう変える？」
働く世代向け
大西可奈子さん（AI 研究家）

第 2部 13：45 ～ 15：15

演題「AI 時代に輝くために必要
なこと」
子育て世代向け
大西可奈子さん（AI研究家）
高橋真実子さん（FM愛媛ｱﾅｳﾝｻｰ）

牛乳でプラスチックを作ったり、
iPadで 3Dのぬり絵を動かしたり、
親子で楽しく体験！

ロボット＆プログラミング体験

※ 4つのコースによって、対象学年、
時間、金額に違いがあります。詳し
くは、あい（AI）のたねをまこう！
のホームページをご覧
になるか、お問い合わ
せ下さい

iPad で動くダンボールロボット
やプログラミング教室など、4 つ
のワークショップを開催♪
小学生
10/21（月）まで
あい（AI）のたねをまこう！のホー
ムページからお申し込みください。

法皇青年会議所　22-4105

※申し込みは一人につき 2名まで
※ 4 月の「ゆっくりウォーク」に参
加された方は申し込み不可

※火曜日の休館日を除く ※火曜日の休館日を除く
※申込状況により、募集期限を早め
ることがあります

11/15 ～ 12/20（毎週金曜日・全 6回）

10：00 ～ 11：30

市民交流棟 2階　会議室 1

※ 12/20は市民交流棟1階　多目的室3

国際交流員とテキストを使って英
語の基礎を楽しく学びませんか！
初心者
20 名　※最少催行人数 5名
10/31（木）まで
一般 6,000 円、会員 3,000 円
ダニエル・クルーズ（市 CIR）

　市国際交流協会　28-6014

英語教室（初級）③

※別途テキスト代 3,000 円が必要

10/20（日）10：00 ～ 16：00

ユーホール

（土居文化会館）

ハロウィンゲーム、雑貨販売など。
仮装コンテスト出場者も募集中！
　にじのとびら　77-5254

かみのまちの　
ハロウィンパーティ 入場無料

SIFAハロウィンパーティ
要申込

10/26（土）

しこちゅ～ホール（市民文化ホール）

小ホール・エントランスホール

○親子ランタン作り

13：00 ～ 15：00

○ハロウィンパーティ

16：00 ～ 18：00

ハロウィンゲーム、仮装コンテス
トなど盛りだくさん！
目隠しおばけ屋敷登場 !!
10/25（金）まで
○親子ランタン作り　1,000 円

○パーティ

一般 300 円、会員 200 円
　市国際交流協会　28-6014

※先着 15 組、1家族 1個まで
※ランタンは会場に飾っていただ
き、終了後、持ち帰り可能です



　体操や手遊び、育児相談
※申し込み不要。誰でも参加できます
　乳児保育所こども村　56-1310

10：00 ～ 11：30

とき ところ 内容・対象

11/ 5（火）妻鳥保育園 0歳児主体

11/ 7（木）川之江ふれあい
交流センター 1・2歳児主体

11/19（火）川之江図書館 おはなし主体

11/20（水）川之江体育館 自由遊び主体

親子ふれあいあそび
無料

ガイドと歩く
四国・参勤交代の道
～新宮町霧の森界隈～
要申込

10/12（土） 、11/9（土）

10：00 ～（約 3時間）

集合場所　霧の森第 1駐車場

秋の空気を感じながら、ガイドの案
内で「土佐街道」を歩きませんか！
小学生以上
15 名（最少催行人数 2名）
開催日 3日前の 17：00 まで
2,000 円（昼食、保険料など含む）
　市観光協会　77-5003

しこちゅ～
紙と神の物語　参加者募集
要申込

10/26（土） 10：00 ～（約 3時間）

集合場所　ルミエール（三島中央）

ガイドの案内で興願寺、三島神社、
中通商店街などを巡りながら、本
市の歴史を学びませんか！
小学生以上
15名（最少催行人数 2名）
10/23（水）17：00まで
2,000円（昼食、保険料など含む）
　市観光協会　77-5003

しまんと新聞バッグ作品展

10/20（日）～ 12/1（日）

3階　企画展示室

【開館時間】9：00～ 16：00

【休館日】毎週月曜日、祝日の翌日

　28-6257

新聞紙を使って作成したバッグを
100 点以上展示

紙のまち資料館の催し
入場無料

【休館日】毎週月曜日、祝日の翌日

　28-6353

ユーホールロビー展
入場無料

絵画グループあいあい

「2019　秋のあいあい展」

10/12（土）～ 10/25（金）

9：00 ～ 21：30

（初日 13：00から、最終日15：00まで）

11/23（土・祝）13：00 ～ 16：00

県産業技術研究所　紙産業技術セン

ター研究交流棟　研修室（妻鳥町）

県内在住の方
30 名　※応募多数の場合は抽選
11/8（金）まで（必着）
参加者全員の住所、氏名、電話番
号、小・中・高校生は学年を明記し、
往復はがき・ファクス・E メール
のいずれかでお申し込みください。

　県産業技術研究所　紙産業技術
センター　58-2144
〒 799-0113　妻鳥町乙 127
58-2145
kami-cnt@pref.ehime.lg.jp

水引でクリスマスの

飾りを作ろう 要申込・無料

11/2（土）10：00 ～ 15：00

四国中央医療福祉総合学院

学生によるイベントや模擬店、体
験コーナー、献血など
四国中央医療福祉総合学院
24-1000

四国中央医療福祉総合学院
学院祭　無料

宇摩法人会社会貢献事業

第 21回チャリティー講演会

11/25（月）18：30 ～（17：30 開場）

しこちゅ～ホール（市民文化ホール）

大ホール

演題「ピンチをチャンスに！
～元気な地方が日本を変える～」
無料　※入場整理券が必要
東
ひがしこくばる

国原英夫さん
（元宮崎県知事）

入場整理券は 10/25（金）から、
宇摩法人会事務局（商工会館3階）、
愛媛県紙パルプ工業会、四国中央
商工会議所、土居町商工会、ユー
ホール（土居文化会館）、しこちゅ
～ホール（市民文化ホール）、市
内各公民館で配布しています。
※一人 2枚まで

宇摩法人会事務局　24-7468

11/9（土）14：00 ～ 15：30

豊岡台病院 1階

機能訓練室

出演者：
古
こ き ん て い き く し

今亭菊志ん
芸
げ い の た る と

乃樽斗
芸
げ い の こ

乃虎や志
し

豊岡台病院　相談室　25-0088

落語会
とよおか寄席　無料

※ 1 回の応募で 5 名まで申し込みで
きます。E メールの場合は、必ず件
名に「体験教室応募」と明記してく
ださい
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広報11月号は
11/1（金）発行です

次号

【主な経歴】
平成 7年　ユニ・チャーム株式会社入社
令和元年　ユニ・チャーム株式会社
　　　　　Global 業務改革本部　上級主管

谷　洋紀 さん
（昭和 36 年川之江町生まれ、横浜市在住）

ふるさとアドバイザー　故郷への思いを語る

　みなさん、四国中央市の名字ランキングというものを
ご存じですか？
　1 位は石川さん、2 位は高橋さん、3 位は鈴木さん、4
位は大西さん、5位は篠原さんです。私の友人はランキン
グ内にみんないます。私の「谷」は、85 位（推定 60 人）
でした。幼稚園・小・中・高校まで、授業の出席点呼で、
同じ名字の人が順番に呼ばれることは普通だと思ってい
ましたが、それが普通でないことに気付いたのは、ふる
さと四国中央市を離れてからでした。
　私の中でふるさとの風景と言えば「長

の ど か

閑な瀬戸内海
（燧

ひうちなだ

灘）」。今は廃止されましたが、ふるさとを離れる時に
乗船したバンパックフェリー（愛称）も懐かしい思い出
です。大阪万博（1970 年）が小学 2年生の時で、その時
期に開港したのがバンパックフェリーでした。千トン近
くの大きな船に、たくさんの車やトラックが乗り込んで
いくのを映画のワンシーンのように覚えています。大学
生になってから一人で乗ることもあり、7時間近くの乗船
時間でしたが、川之江港を離れる時の寂しさや神戸港に
着いた時の「都会に着いたぞ」という思いは、ふるさと
があるからこそ、感じた思い出です。
　現在、立派なものと言えば「川之江城」。子どものころは、
天守閣は無く、みんなの広場でした。その広場を囲むよ
うに桜の木がありました。祖父たち有志が植樹したその
桜が満開のころ、その広場を走り回った記憶があります。
そこから見えた瀬戸内海が、私のふるさとの原風景です。
　ふるさとアドバイザーに推薦して頂いて、その名刺に
は川之江城や夜景が印刷されています。それ以外に 65 番
札所の「三角寺」、奥の院 13 番札所の「仙龍寺」、堀切峠
近くの「水ケ峰地蔵」、妻鳥町の「東宮山古墳」を紹介し
ています。四国中央市（川之江）の風物詩として、春先
の百手祭り、夏の港の花火大会、太鼓の秋祭りもある事
も伝えないといけないと思っております。
　20 年前に妻鳥町に居を構えていたので、新しい「四国
中央市市民文化ホール」が市民の皆さまの憩いの場とな
る事を期待しております。微力ではありますが、お手伝
いさせていただけましたら幸いです。
　今後の四国中央市の発展を祈念しております。

ユニ・チャーム株式会社
Global 業務改革本部　上級主管　

広報 9月号のお詫びと訂正
　広報「四国中央」9月号 3ページに掲載しました、市民
ミュージカルの記事の中で、ご紹介した方のお名前に誤り
がありました。お詫びして訂正いたします。
【誤】鈴木大地さん
【正】鈴木元気さん

　8/23（金）、消防防災センターで、市内 26 校の小中
学校の児童・生徒 88 人と、教師や PTA、地域の方な
ど約 60 人が参加し、いじめ防止などに向けた取組を
推進するために開催されました。
　各学校が 1学期の取組事例やその成果などを発表し
合うなどし、参加者はどうすればいじめのない学校に
なるかについて、真剣に話し合っていました。

四国中央市いじめ STOP
愛顔（えがお）の子ども会議

三島・川之江高校書道部
インドネシアで書道の魅力を伝える !!

　三島・川之江高校の書道部合同チームが、9/8（日）
にインドネシアのジャカルタで開催された「ジャカル
タ日本祭り」に参加し、書道パフォーマンスを披露し
ました。9/6（金）に現地に入り、大型ショッピングモー
ルでパフォーマンスをしたり、書道のワークショップ
を行ったり、現地の方々に書道の魅力を伝えました。
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